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は
じ
め
に

近
畿
大
学
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
金
沢
遊
郭
芸
娼
妓
関
係
文
書
」
は
、
古
書
店
に
出

品
さ
れ
て
い
た
同
史
料
の
購
入
を
筆
者
が
申
請
し
、
二
〇
一
八
年
に
同
館
に
所
蔵
さ
れ
た
文

書
群
で
あ
る
。
史
料
名
は
古
書
店
が
つ
け
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
お
り
、
か
な
ら

ず
し
も
内
容
を
正
確
に
表
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
購
入
後
、
筆
者
が
史
料
を
整
理
す
る

過
程
で
判
明
し
た
の
は
、
こ
の
文
書
群
が
、
小
原
ト
ヨ
（
豊
、
豊
子
）
と
い
う
金
沢
市
内
で

芸
娼
妓
紹
介
業
を
営
ん
で
い
た
女
性
の
も
と
に
蓄
積
さ
れ
た
史
料
群
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る（１
）。
内
容
は
、「
金
沢
遊
郭
」
や
「
芸
娼
妓
関
係
」
と
い
う
よ
り
も
、
小
原
の
芸
娼
妓
紹
介

業
に
か
か
わ
る
史
料
と
い
う
の
が
正
確
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
小
原
文
書
と

称
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
小
原
文
書
の
大
半
を
占
め
る
の
が
、
娼
妓
・
芸
妓
た
ち
が
小
原
に

宛
て
た
手
紙
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
総
点
数
三
〇
〇
点
以
上
に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
る
。

明
治
初
年
の
芸
娼
妓
解
放
令
を
経
て
再
編
さ
れ
た
近
代
公
娼
制
度
下
で
、
遊
女
屋
は
貸
座

敷
に
、
遊
女
は
娼
妓
に
改
称
さ
れ
、
娼
妓
は
貸
座
敷
を
借
り
て
「
自
由
意
思
」
で
性
を
売
る

も
の
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
娼
妓
た
ち
に
廃
業
の
自
由
は
な
く
、
長
期
間
貸
座
敷
に
拘
束
さ

れ
て
性
を
売
ら
さ
れ
た
。
人
身
売
買
の
代
金
を
意
味
す
る
身
代
金
は
近
代
的
な
貸
借
関
係
に

見
せ
か
け
る
た
め
に
前
借
金
と
言
い
換
え
ら
れ
た
。
前
借
金
は
親
な
ど
の
連
帯
保
証
人
が
受

け
取
り
、
娼
妓
と
な
っ
た
娘
が
、
年
期
中
に
貸
座
敷
で
性
を
売
っ
た
代
金
か
ら
返
済
す
る
と

い
う
契
約
を
結
ば
さ
れ
た
。

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
の
娼
妓
取
締
規
則
は
「
自
由
廃
業
」
を
規
定
し
た
が
、
前
借

金
は
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
事
実
上
娼
妓
に
廃
業
の
自
由
は
な
か
っ
た
。
前

借
金
の
返
済
は
き
わ
め
て
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
前
借
金
の
返
済
が
困
難
な
理
由
の
ひ

と
つ
は
そ
の
精
算
方
法
に
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
吉
原
遊
廓
で
は
、
揚
代
金
（
性
交
の
代
金
）

の
う
ち
娼
妓
の
取
り
分
は
四
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
か
ら
前
借
金
返
済
や
そ
の
利
子
、
税

金
な
ど
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
﹇
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
　
一
九
二
六
﹈。
く

わ
え
て
、
稼
業
上
の
経
費
や
親
へ
の
仕
送
り
の
た
め
、
年
期
中
に
借
金
が
増
え
る
場
合
が
し

ば
し
ば
だ
っ
た
﹇
齊
藤
　
二
〇
一
四
﹈。
人
身
売
買
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
実
態
が
そ
こ
に

は
あ
っ
た
。

娼
妓
や
芸
妓
（
芸
娼
妓
）
を
貸
座
敷
業
者
や
料
理
屋
に
斡
旋
し
た
の
が
、
芸
娼
妓
紹
介
業

者
で
あ
る
。
周
旋
業
者
、
口
入
れ
人
、
女
衒
と
も
称
さ
れ
た
。
人
身
売
買
か
ら
利
益
を
あ
げ

る
芸
娼
妓
紹
介
業
を
国
家
が
公
認
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
廃

娼
運
動
や
世
界
的
な
女
性
・
児
童
の
取
引
禁
止
運
動
（
人
身
売
買
禁
止
運
動
）
の
高
揚
の
な

か
で
国
際
的
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
﹇
小
野
沢
　
二
〇
一
〇
﹈。
し
か
し
、
政
府
は
敗
戦

ま
で
こ
れ
を
禁
止
し
な
か
っ
た
。

芸
娼
妓
紹
介
業
者
の
小
原
に
宛
て
た
芸
娼
妓
た
ち
の
手
紙
に
は
何
が
書
か
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
じ
つ
は
、
そ
の
多
く
は
、
住
み
替
え
を
希
望
す
る
娼
妓
や
芸
妓
た
ち
が
小
原
に
そ

の
斡
旋
を
依
頼
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
住
み
替
え
と
は
娼
妓
や
芸
妓
が
稼
業
す
る
場
所
（
貸

座
敷
・
料
理
屋
な
ど
）
を
移
動
す
る
こ
と
を
い
う
。「
転
売
」
や
「
鞍
替
え
」
と
も
称
さ
れ

た
。
じ
っ
さ
い
、
病
気
で
あ
っ
た
り
売
上
げ
が
あ
が
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で
業
者
が
抱
え
の

娼
妓
や
芸
妓
を
し
ば
し
ば
転
売
し
た
こ
と
は
、
社
会
調
査
や
廃
娼
運
動
の
史
料
に
多
く
の
指

摘
が
あ
る
﹇
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
　
一
九
二
六
、
村
上
　
一
九
六
九
な
ど
﹈。

娼
妓
の
住
み
替
え
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
―
娼
妓
の
手
紙
か
ら

人
　
見
　
佐
知
子
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他
方
で
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
手
紙
と
同
様
に
、
住
み
替
え
／
転
売
の
き
っ
か
け
に
当
事

者
の
「
意
思
」
や
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
く
つ
か
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
日
本
人
「
慰
安
婦
」
だ
っ
た
女
性
た
ち
は
、
前
借
金
返
済
の
見
込
み
が
た
た
な
い
な

か
で
軍
が
借
金
を
肩
代
わ
り
し
て
く
れ
る
う
え
に
、
戦
地
で
は
儲
か
る
し
、
短
い
年
期
期
間

終
了
後
に
は
間
違
い
な
く
解
放
さ
れ
る
と
聞
き
、
み
ず
か
ら
「
慰
安
婦
」
と
な
る
こ
と
を

「
選
択
」
し
た
。
く
わ
え
て
、
兵
隊
へ
の
好
意
や
「
お
国
の
た
め
に
な
る
」
と
い
う
意
識
も

彼
女
た
ち
が
「
慰
安
婦
」
に
な
る
こ
と
を
後
押
し
し
た
﹇
小
野
沢
　
二
〇
一
五
﹈。

し
か
し
な
が
ら
重
要
な
こ
と
は
、
小
野
沢
あ
か
ね
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
な
ぜ
女
性
た
ち

が
「
慰
安
婦
」
に
な
る
こ
と
を
「
選
択
」
し
た
の
か
、
一
見
「
自
発
的
」
に
み
え
る
女
性
た

ち
の
「
選
択
」
の
背
景
に
あ
る
「
構
造
」
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
﹇
小
野
沢
　
二
〇
一

四
﹈。
日
本
人
「
慰
安
婦
」
の
経
験
に
共
通
す
る
の
は
、
貧
困
の
た
め
幼
い
頃
に
親
に
売
ら

れ
、
前
借
金
に
拘
束
さ
れ
て
廃
業
の
見
込
み
の
な
い
ま
ま
に
性
売
を
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
業
者
は
、
そ
う
し
た
娼
妓
・
芸
妓
た
ち
の
窮
状
に
つ

け
こ
み
、
前
借
金
の
肩
代
わ
り
や
短
い
年
期
、
年
期
終
了
後
の
解
放
と
い
っ
た
条
件
を
提
示

し
て
「
慰
安
婦
」
を
徴
集
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
選
択
肢
が
限
り
な
く
狭
め
ら
れ
て
い
る

な
か
で
現
状
か
ら
の
脱
却
を
願
う
女
性
た
ち
の
主
体
的
な
努
力
が
巧
み
に
利
用
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
娼
妓
や
芸
妓
た
ち
の
「
主
体
性
」
に
注
目
す
る
研
究
が
成
果
を
あ
げ

て
い
る
﹇
藤
目
　
一
九
九
七
、
山
家
　
二
〇
一
五
な
ど
﹈。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
が
彼
女
た
ち
を
、
国
家
に
統
制
さ
れ
、
人
々
に
差
別
さ
れ
る
だ
け
の
無
力
で
受
動
的

な
存
在
と
し
て
扱
う
傾
向
が
強
か
っ
た
と
し
て
批
判
し
、
集
団
逃
走
や
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ

て
「
待
遇
改
善
」
を
勝
ち
取
っ
た
娼
妓
や
芸
妓
た
ち
の
運
動
に
注
目
し
た
。
先
行
研
究
の
評

価
の
妥
当
性
に
は
疑
義
も
あ
る
が
﹇
小
野
沢
　
二
〇
一
〇
﹈、
当
事
者
の
主
体
的
な
営
為
に

光
を
当
て
た
点
は
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
前
借
金
の
慣
行
や
周
旋
業
者
・
貸
座
敷
業
者
・
買

春
男
性
と
い
っ
た
娼
妓
た
ち
を
搾
取
す
る
主
体
に
つ
い
て
の
分
析
を
欠
い
た
ま
ま
、
性
を
売

る
女
性
た
ち
の
主
体
性
に
焦
点
化
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
点
で
問
題
が
あ
る
。
た
し
か

に
、
廃
業
が
困
難
な
娼
妓
た
ち
に
と
っ
て
「
待
遇
改
善
」
は
き
わ
め
て
切
実
で
現
実
的
な
願

い
だ
っ
た
。
し
か
し
、
娼
妓
の
主
体
性
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
貸
座
敷
業
者
や
周
旋
業
者
が

性
買
売
か
ら
利
益
を
あ
げ
る
仕
組
み
を
後
景
化
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
近

代
公
娼
制
度
研
究
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
前
借
金
の
慣
行
や
「
家
」
制
度
的
道
徳
、
業
者
に

よ
る
人
身
拘
束
の
実
態
と
い
っ
た
搾
取
を
隠
蔽
し
、
公
娼
制
度
を
維
持
し
続
け
た
仕
組
み
を

具
体
的
に
解
明
し
た
う
え
で
、
生
き
抜
く
た
め
に
苦
闘
し
た
彼
女
た
ち
の
主
体
的
な
営
為
の

意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
社
会
調
査
や
警
察
関
係
の
史
料
、
廃
娼
運
動
の
史
料
や
新

聞
を
用
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
娼
妓
自
身
が
書
い
た
史
料
が
乏
し
い
な
か
で
、
娼
妓
自

身
の
声
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
推
し
量
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
多
数
の
娼
妓
・

芸
妓
か
ら
の
手
紙
を
含
む
小
原
文
書
は
、
彼
女
た
ち
自
身
が
紡
ぐ
言
葉
や
経
験
か
ら
、
娼

妓
・
芸
妓
の
性
と
生
の
現
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
可
能
性
を
も
つ
。

以
上
か
ら
本
稿
で
は
、
周
旋
業
者
に
宛
て
た
住
み
替
え
を
依
頼
す
る
芸
娼
妓
の
手
紙
の
う

ち
、
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
て
残
存
す
る
娼
妓
初
枝
の
手
紙
を
中
心
に
、
以
下
の
点
を
考
察
す

る（２
）。
第
一
章
で
は
、
初
枝
の
経
歴
を
概
略
的
に
述
べ
る
と
と
も
に
、
初
枝
が
稼
業
し
た
石
川

県
や
富
山
県
の
娼
妓
稼
業
契
約
の
特
徴
に
言
及
す
る
。
第
二
章
で
は
、
初
枝
の
住
み
替
え
先

で
あ
る
富
山
県
婦
負
郡
八
尾
町
（
現
富
山
市
）
に
あ
っ
た
鏡
町
遊
廓
の
歴
史
と
特
徴
を
検
討

す
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
て
第
三
章
で
は
、
初
枝
の
手
紙
の
分
析
を
通
し
て
、
娼
妓
た
ち
を
拘

束
し
て
い
た
前
借
金
の
慣
行
、「
家
」
制
度
的
な
道
徳
、
貸
座
敷
業
者
や
周
旋
業
者
に
よ
る

人
身
売
買
の
実
態
と
い
っ
た
社
会
的
諸
関
係
の
な
か
で
、
娼
妓
の
住
み
替
え
の
「
意
思
」
や

主
体
性
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。

本
稿
の
内
容
を
結
論
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
住
み
替
え
に
希
望
を
託
し
、
現
状
よ
り
も
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初
枝
は
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
一
月
二
六
日
、
金
沢
町
の
元
士
族
で
あ
っ
た
母
親

こ
と
4

4

の
も
と
に
生
ま
れ
た
（
加
越
能
文
庫
「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」）。
一
八
歳
に
な
っ
て

ま
も
な
い
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
四
月
五
日
、
石
川
県
鹿
島
郡
七
尾
町
常
盤
（
尾
廓
、

現
七
尾
市
）
の
貸
座
敷
（
楼
主
は
佐
波
喜
三
郎
）
に
抱
え
ら
れ
、
娼
妓
と
な
っ
た
。
こ
の
と

き
、
本
籍
は
東
京
市
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
緯
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
あ
る

時
点
で
一
家
は
東
京
に
居
を
移
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
初
枝
の
保
証
人
は
母
親

で
、
続
柄
に
「
士
族
一
誠
妹
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
す
で
に
父
親
は

い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
前
借
金
は
六
五
〇
円
、
年
期
は
三
〇
ヶ
月
（
二
年
半
）
で
あ
っ
た
。

七
尾
町
の
貸
座
敷
で
初
枝
は
、
住
み
替
え
を
決
意
し
て
小
原
に
手
紙
を
書
い
た
。
は
た
し

て
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
三
月
八
日
、
初
枝
は
年
期
途
中
で
富
山
県
婦
負
郡
八
尾
町

（
現
富
山
市
）
の
貸
座
敷
（
明み

ょ
う
こ
う
ろ
う

光
楼
、
楼
主
は
荒
木
庄
三
）
に
住
み
替
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
前
借
金
は
八
五
〇
円
に
増
え
、
年
期
も
三
八
ヶ
月
（
三
年
二
ヶ
月
）
追
加
さ
れ
た
。
住

み
替
え
て
ま
も
な
く
初
枝
は
、
ふ
た
た
び
住
み
替
え
を
望
ん
で
小
原
に
手
紙
を
書
い
た
。
何
度

も
手
紙
を
出
し
、
少
な
く
と
も
二
回
は
住
み
替
え
先
を
紹
介
さ
れ
た
が
実
現
せ
ず
、
一
九
一

五
年
（
大
正
四
）
五
月
、
八
尾
町
で
年
期
明
け
を
迎
え
た
。
二
二
歳
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

か
ら
三
ヶ
月
後
の
八
月
一
五
日
、
前
借
金
四
五
〇
円
で
、
金
沢
市
石
坂
町
の
貸
座
敷
（
楼
主

は
新
保
ト
キ
）
に
「
自
稼
ぎ
」
の
娼
妓
と
し
て
抱
え
ら
れ
た
。
年
期
は
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
、「
自
稼
ぎ
」
と
「
無
年
期
」
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。「
芸
娼
妓
紹
介

簿
」
に
は
「
摘
要
」
と
い
う
欄
が
あ
る
。
摘
要
に
は
、
抱
主
と
芸
娼
妓
の
経
費
の
負
担
割
合

が
記
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
４
種
類
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
抱
主
の
負
担
が
大
き
い
順
に
①

諸
経
費
（
衣
服
・
税
金
・
食
料
・
諸
入
費
）
は
す
べ
て
抱
主
が
負
担
す
る
場
合
、
②
「
通
常

衣
服
」
の
み
本
人
が
負
担
し
、「
出
衣
裳
」
を
含
む
そ
の
他
の
経
費
を
抱
主
の
負
担
と
す
る

場
合
（
３
）、
③
「
衣
服
」
は
本
人
が
負
担
し
、
残
り
の
経
費
を
抱
主
の
負
担
と
す
る
場
合
、
④
自

稼
ぎ
で
あ
る
。
自
稼
ぎ
の
場
合
の
負
担
割
合
は
具
体
的
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
諸
経

「
マ
シ
」
な
境
遇
を
求
め
て
小
原
に
手
紙
を
書
い
た
娼
妓
・
芸
妓
た
ち
の
行
動
は
、
窮
状
を

脱
す
る
た
め
に
苦
闘
す
る
彼
女
た
ち
の
主
体
的
な
努
力
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
同

時
に
、
周
旋
業
者
や
貸
座
敷
業
者
が
、
娼
妓
た
ち
の
主
体
的
な
努
力
を
巧
み
に
操
る
こ
と
で

搾
取
の
実
態
を
隠
蔽
し
、
利
益
を
あ
げ
て
い
た
点
を
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
本
稿
が
分
析
の
対
象
と
す
る
の
は
、
娼
妓
た
ち
が
集
団
逃
走
や
ス
ト
ラ
イ
キ
に

よ
る
「
待
遇
改
善
」
を
求
め
る
よ
り
少
し
前
の
時
代
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に

し
て
彼
女
た
ち
は
隠
蔽
さ
れ
た
搾
取
の
実
態
（「
家
」、
前
借
金
、
業
者
へ
の
隷
属
と
い
っ
た

性
買
売
に
固
有
の
搾
取
構
造
）
を
自
覚
し
、
集
団
逃
走
や
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
環
境
を
変

え
よ
う
と
行
動
を
お
こ
す
に
至
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
だ

ろ
う
。

第
一
章
　
娼
妓
初
枝
に
つ
い
て
―
―
「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
か
ら

本
章
で
は
、
お
も
に
、
小
原
ト
ヨ
が
記
録
し
て
い
た
「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
か
ら
、
初
枝
の

来
歴
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。
紹
介
簿
の
作
成
は
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
に
制
定

さ
れ
た
石
川
県
の
「
芸
妓
及
娼
妓
紹
介
人
取
締
規
則
」（『
石
川
県
警
察
必
携
　
下
巻
』
一
八

九
五
年
）
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
紹
介
簿
に
は
、
抱
主
の
住
所
・
氏
名
・
職
業
、
娼

妓
・
芸
妓
の
住
所
・
身
分
・
氏
名
・
生
年
月
、
前
借
金
額
や
年
期
と
い
っ
た
契
約
条
件
、
紹

介
年
月
日
お
よ
び
紹
介
料
を
記
録
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
、
定
期
的
に
警
察
の
点
検
・
指
導
を
受
け
た
。
小
原
に
よ
る
「
芸
娼
妓
紹
介

簿
」
は
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
一
月
か
ら
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
一
二
月
ま
で
の

八
年
に
わ
た
る
紹
介
記
録
で
あ
る
。
記
載
さ
れ
た
娼
妓
・
芸
妓
は
、
延
べ
人
数
で
は
二
八
〇

人
（
内
訳
は
、
娼
妓
一
〇
〇
人
、
芸
妓
一
七
一
人
、
不
明
九
人
）
で
、
実
数
で
は
一
八
五
人

と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
住
み
替
え
の
事
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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初
枝
は
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
一
月
二
六
日
、
金
沢
町
の
元
士
族
で
あ
っ
た
母
親

こ
と
4

4

の
も
と
に
生
ま
れ
た
（
加
越
能
文
庫
「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」）。
一
八
歳
に
な
っ
て

ま
も
な
い
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
四
月
五
日
、
石
川
県
鹿
島
郡
七
尾
町
常
盤
（
尾
廓
、

現
七
尾
市
）
の
貸
座
敷
（
楼
主
は
佐
波
喜
三
郎
）
に
抱
え
ら
れ
、
娼
妓
と
な
っ
た
。
こ
の
と

き
、
本
籍
は
東
京
市
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
緯
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
あ
る

時
点
で
一
家
は
東
京
に
居
を
移
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
初
枝
の
保
証
人
は
母
親

で
、
続
柄
に
「
士
族
一
誠
妹
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
す
で
に
父
親
は

い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
前
借
金
は
六
五
〇
円
、
年
期
は
三
〇
ヶ
月
（
二
年
半
）
で
あ
っ
た
。

七
尾
町
の
貸
座
敷
で
初
枝
は
、
住
み
替
え
を
決
意
し
て
小
原
に
手
紙
を
書
い
た
。
は
た
し

て
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
三
月
八
日
、
初
枝
は
年
期
途
中
で
富
山
県
婦
負
郡
八
尾
町

（
現
富
山
市
）
の
貸
座
敷
（
明み
ょ
う
こ
う
ろ
う

光
楼
、
楼
主
は
荒
木
庄
三
）
に
住
み
替
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
前
借
金
は
八
五
〇
円
に
増
え
、
年
期
も
三
八
ヶ
月
（
三
年
二
ヶ
月
）
追
加
さ
れ
た
。
住

み
替
え
て
ま
も
な
く
初
枝
は
、
ふ
た
た
び
住
み
替
え
を
望
ん
で
小
原
に
手
紙
を
書
い
た
。
何
度

も
手
紙
を
出
し
、
少
な
く
と
も
二
回
は
住
み
替
え
先
を
紹
介
さ
れ
た
が
実
現
せ
ず
、
一
九
一

五
年
（
大
正
四
）
五
月
、
八
尾
町
で
年
期
明
け
を
迎
え
た
。
二
二
歳
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

か
ら
三
ヶ
月
後
の
八
月
一
五
日
、
前
借
金
四
五
〇
円
で
、
金
沢
市
石
坂
町
の
貸
座
敷
（
楼
主

は
新
保
ト
キ
）
に
「
自
稼
ぎ
」
の
娼
妓
と
し
て
抱
え
ら
れ
た
。
年
期
は
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
、「
自
稼
ぎ
」
と
「
無
年
期
」
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。「
芸
娼
妓
紹
介

簿
」
に
は
「
摘
要
」
と
い
う
欄
が
あ
る
。
摘
要
に
は
、
抱
主
と
芸
娼
妓
の
経
費
の
負
担
割
合

が
記
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
４
種
類
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
抱
主
の
負
担
が
大
き
い
順
に
①

諸
経
費
（
衣
服
・
税
金
・
食
料
・
諸
入
費
）
は
す
べ
て
抱
主
が
負
担
す
る
場
合
、
②
「
通
常

衣
服
」
の
み
本
人
が
負
担
し
、「
出
衣
裳
」
を
含
む
そ
の
他
の
経
費
を
抱
主
の
負
担
と
す
る

場
合
（
３
）、
③
「
衣
服
」
は
本
人
が
負
担
し
、
残
り
の
経
費
を
抱
主
の
負
担
と
す
る
場
合
、
④
自

稼
ぎ
で
あ
る
。
自
稼
ぎ
の
場
合
の
負
担
割
合
は
具
体
的
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
諸
経

「
マ
シ
」
な
境
遇
を
求
め
て
小
原
に
手
紙
を
書
い
た
娼
妓
・
芸
妓
た
ち
の
行
動
は
、
窮
状
を

脱
す
る
た
め
に
苦
闘
す
る
彼
女
た
ち
の
主
体
的
な
努
力
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
同

時
に
、
周
旋
業
者
や
貸
座
敷
業
者
が
、
娼
妓
た
ち
の
主
体
的
な
努
力
を
巧
み
に
操
る
こ
と
で

搾
取
の
実
態
を
隠
蔽
し
、
利
益
を
あ
げ
て
い
た
点
を
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
本
稿
が
分
析
の
対
象
と
す
る
の
は
、
娼
妓
た
ち
が
集
団
逃
走
や
ス
ト
ラ
イ
キ
に

よ
る
「
待
遇
改
善
」
を
求
め
る
よ
り
少
し
前
の
時
代
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に

し
て
彼
女
た
ち
は
隠
蔽
さ
れ
た
搾
取
の
実
態
（「
家
」、
前
借
金
、
業
者
へ
の
隷
属
と
い
っ
た

性
買
売
に
固
有
の
搾
取
構
造
）
を
自
覚
し
、
集
団
逃
走
や
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
環
境
を
変

え
よ
う
と
行
動
を
お
こ
す
に
至
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
だ

ろ
う
。

第
一
章
　
娼
妓
初
枝
に
つ
い
て
―
―
「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
か
ら

本
章
で
は
、
お
も
に
、
小
原
ト
ヨ
が
記
録
し
て
い
た
「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
か
ら
、
初
枝
の

来
歴
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。
紹
介
簿
の
作
成
は
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
に
制
定

さ
れ
た
石
川
県
の
「
芸
妓
及
娼
妓
紹
介
人
取
締
規
則
」（『
石
川
県
警
察
必
携
　
下
巻
』
一
八

九
五
年
）
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
紹
介
簿
に
は
、
抱
主
の
住
所
・
氏
名
・
職
業
、
娼

妓
・
芸
妓
の
住
所
・
身
分
・
氏
名
・
生
年
月
、
前
借
金
額
や
年
期
と
い
っ
た
契
約
条
件
、
紹

介
年
月
日
お
よ
び
紹
介
料
を
記
録
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
、
定
期
的
に
警
察
の
点
検
・
指
導
を
受
け
た
。
小
原
に
よ
る
「
芸
娼
妓
紹
介

簿
」
は
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
一
月
か
ら
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
一
二
月
ま
で
の

八
年
に
わ
た
る
紹
介
記
録
で
あ
る
。
記
載
さ
れ
た
娼
妓
・
芸
妓
は
、
延
べ
人
数
で
は
二
八
〇

人
（
内
訳
は
、
娼
妓
一
〇
〇
人
、
芸
妓
一
七
一
人
、
不
明
九
人
）
で
、
実
数
で
は
一
八
五
人

と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
住
み
替
え
の
事
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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え
て
お
き
た
い
﹇
草
間
　
一
九
九
二
﹈。「
カ
セ
ギ
ヌ
ケ
」
の
場
合
、
多
く
の
客
が
つ
け
ば
前

借
金
を
早
く
返
し
て
廃
業
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、
客
が
つ
か
な
け
れ
ば
な
か
な
か
借

金
が
返
せ
ず
、
廃
業
の
目
処
が
た
た
な
か
っ
た
。「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
で
は
、
自
稼
ぎ
の
娼

妓
一
五
人
の
う
ち
、
四
人
が
「
無
年
期
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
初
枝
で
あ
る
。

初
枝
に
は
、
姉
と
妹
が
い
た
が
、
い
ず
れ
も
身
売
り
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
姉
妹
は
何
度
か

住
み
替
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
う
ち
小
原
が
周
旋
し
た
も
の
は
、「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」

か
ら
分
か
る
。
姉
の
登
美
枝
は
、
一
九
一
二
年
（
大
正
元
）
一
一
月
二
日
、
二
四
歳
の
と
き

金
沢
市
石
坂
町
の
貸
座
敷
（
抱
主
山
島
く
め
）
に
抱
え
ら
れ
た
。
自
稼
ぎ
の
芸
妓
と
し
て
、

前
借
金
四
〇
〇
円
、
年
期
二
四
ヶ
月
の
契
約
で
あ
っ
た
。
妹
の
音
羽
は
、
一
九
一
五
年
（
大

正
四
）
四
月
、
一
六
歳
で
石
川
県
鹿
島
郡
七
尾
町
常
盤
（
尾
廓
）
の
貸
座
敷
に
芸
妓
と
し
て

抱
え
ら
れ
た
。
音
羽
の
前
借
金
一
一
五
〇
円
は
、「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
で
は
最
高
額
で
あ
る
。

年
期
は
四
三
ヶ
月
で
あ
っ
た
。
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
一
〇
月
の
初
枝
の
手
紙
は
、
音
羽

が
小
原
ト
ヨ
と
は
別
の
周
旋
業
者
に
よ
っ
て
石
川
県
石
川
郡
松
任
町
（
辰
巳
遊
廓
、
現
白
山

市
）
に
住
み
替
え
た
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
。
音
羽
は
、
一
五
歳
以
前
に
す
で
に
身
売
り
を
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
背
景
に
、
稼
ぎ
主
で
あ
る
父
親
を
失
っ
た
一
家
の
経
済
的
困
窮
が
推

察
さ
れ
る
。

第
二
章
　
八
尾
町
と
鏡
町
遊
廓

じ
つ
は
、
本
稿
で
分
析
す
る
二
九
通
の
初
枝
の
手
紙
は
す
べ
て
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
筆
者
は
、
内
容
か
ら
で
き
る
か
ぎ
り
年
代
を
比
定
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
そ

の
結
果
、
手
紙
の
大
半
が
八
尾
町
で
書
か
れ
た
と
推
定
で
き
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
第
三

章
の
分
析
の
前
提
と
し
て
、
初
枝
が
住
み
替
え
た
先
で
あ
る
八
尾
町
と
鏡
町
遊
廓
に
つ
い
て

述
べ
る
。

八
尾
町
は
、
富
山
市
街
地
か
ら
南
西
に
約
一
五
キ
ロ
の
山
間
部
に
位
置
す
る
小
都
市
で
、

費
を
す
べ
て
本
人
が
負
担
す
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
に
よ
れ
ば
、
①
は
、
一
〇
代
以
下
の
芸
妓
が
大
半
を
占
め
る
。
全
体

の
四
割
が
②
で
、
と
く
に
娼
妓
の
場
合
は
六
五
％
が
②
の
契
約
で
あ
る
。
③
は
、
芸
妓
の
割

合
が
高
い
。
④
自
稼
ぎ
は
全
体
の
一
四
％
で
、
娼
妓
・
芸
妓
と
も
同
じ
く
ら
い
い
た
。

「
摘
要
」
を
み
る
限
り
、
自
稼
ぎ
以
外
で
は
、
税
金
・
食
料
・
諸
入
費
と
い
っ
た
諸
経
費

の
多
く
が
抱
主
の
負
担
と
さ
れ
て
お
り
、
芸
娼
妓
に
有
利
な
契
約
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
石
川
県
や
富
山
県
は
、
年
期
中
、
芸
娼
妓
と
貸
座
敷

業
者
（
抱
主
）
の
あ
い
だ
で
所
得
の
配
分
を
お
こ
な
わ
ず
す
べ
て
業
者
の
所
得
と
し
、
年
期

の
満
了
に
よ
っ
て
の
み
前
借
金
を
完
済
し
た
と
み
な
す
慣
行
で
あ
っ
た
﹇
内
務
省
警
保
局
　

一
九
三
一
ａ
ｂ
﹈。
こ
れ
を
「
年
期
制
」
と
い
う
（
４
）。「
約
定
の
年
期
を
勤
め
通
せ
ば
解
放
さ
れ

る
」﹇
草
間
　
一
九
九
二
﹈
が
、
逆
に
言
う
と
、
年
期
を
勤
め
終
え
な
け
れ
ば
廃
業
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
娼
妓
の
稼
高
が
す
べ
て
貸
座
敷
業
者
の
所
得
に
な
る
と
す
れ
ば
、
日
々
の

小
遣
い
や
親
へ
の
送
金
は
客
の
祝
儀
だ
け
が
頼
み
で
あ
っ
た
た
め
に
追
借
金
を
か
さ
ね
ざ
る

を
得
な
い
。
と
く
に
、
①
を
の
ぞ
け
ば
諸
経
費
の
う
ち
衣
服
の
購
入
が
本
人
の
負
担
と
さ
れ

て
い
る
点
は
見
過
ご
せ
な
い
。
齊
藤
俊
江
が
分
析
し
た
飯
田
遊
廓
の
「
計
算
帳
」
で
は
、
衣

服
に
か
け
る
費
用
は
娼
妓
の
支
出
総
額
の
約
三
割
を
占
め
て
い
た
﹇
齊
藤
　
二
〇
一
四
﹈。

初
枝
が
、
八
尾
町
で
年
期
明
け
を
迎
え
た
の
ち
、
さ
ら
に
石
坂
遊
廓
で
娼
妓
に
身
売
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
追
借
金
の
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
年
期
明
け
は
必
ず
し
も
廃

業
を
意
味
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

自
稼
ぎ
に
は
、
年
期
が
設
定
さ
れ
る
場
合
と
設
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。
自
稼
ぎ
と

い
う
言
葉
の
響
き
か
ら
、
自
由
に
廃
業
で
き
る
よ
う
な
契
約
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
が
、
前
者

は
、
先
に
書
い
た
よ
う
に
年
期
中
に
所
得
配
分
を
お
こ
な
わ
ず
、
年
期
満
了
に
よ
っ
て
前
借

金
を
返
済
し
た
と
み
な
す
慣
行
の
た
め
、
年
期
を
終
え
る
ま
で
は
廃
業
で
き
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
後
者
は
、
借
金
返
済
が
済
め
ば
廃
業
で
き
る
と
い
う
「
カ
セ
ギ
ヌ
ケ
」
だ
と
考
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山
々
と
川
（
井
田
川
・
別
荘
川
）
に
か
こ
ま
れ
た
谷
あ
い
に
あ
る
。
戦
国
期
の
門
前
町
に
起

源
を
も
ち
、
江
戸
時
代
に
は
富
山
と
飛
騨
高
山
を
結
ぶ
市
場
町
・
宿
場
町
と
し
て
発
展
し

た
。
ま
た
周
辺
村
落
で
生
産
さ
れ
る
蚕
種
と
和
紙
を
交
易
し
、
富
山
藩
の
経
済
的
基
盤
を
支

え
た
。
八
尾
町
の
う
ち
鏡
町
が
貸
座
敷
免
許
地
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
九
年
（
明
治

三
二
）
の
こ
と
で
あ
る
（
一
八
九
九
年
県
令
五
〇
号
「
貸
座
敷
娼
妓
取
締
規
則
追
加
」「
富

山
県
報
」）。
じ
っ
さ
い
に
貸
座
敷
が
置
か
れ
た
の
は
、
鏡
町
の
う
ち
で
も
「
新し
ん
だ
ち建
」
と
呼
ば

れ
る
明
治
期
に
造
成
さ
れ
た
地
区
で
あ
っ
た
（
図
１
）﹇
鏡
町
公
民
館
建
設
委
員
会
記
念
誌

編
集
部
会
　
二
〇
〇
五
﹈。

鏡
町
公
民
館
建
設
委
員
会
記
念
誌
編
集
部
会
編
『
八
尾
町
鏡
町
公
民
館
建
築
記
念
誌
　
鏡

町
の
あ
ゆ
み
』﹇
鏡
町
公
民
館
建
設
委
員
会
記
念
誌
編
集
部
会
　
二
〇
〇
五
﹈
は
、
郷
土
新

聞
「
八
尾
の
か
た
り
べ
」
九
六
号
（
一
九
八
四
年
発
行
）
を
引
用
し
、
昭
和
の
は
じ
め
ご

ろ
、
鏡
町
遊
廓
の
主
な
客
は
、
生
糸
や
和
紙
、
木
炭
な
ど
の
取
引
の
た
め
八
尾
を
訪
れ
た
遠

方
の
商
人
た
ち
や
、
彼
ら
を
接
待
す
る
製
糸
工
場
主
、
生
糸
問
屋
、
和
紙
問
屋
、
木
炭
問
屋

の
主
人
や
若
旦
那
た
ち
、
酒
、
醤
油
、
味
噌
、
醸
造
の
旧
家
の
旦
那
た
ち
で
あ
っ
た
と
述
べ

て
い
る
。
彼
ら
は
、
ま
ず
、
ま
ち
な
か
の
料
亭
で
宴
会
を
催
し
た
あ
と
、
楼
を
訪
れ
た
。
楼

で
は
、「
お
座
敷
で
一
騒
ぎ
し
た
後
、
好
き
同
志
（
マ
マ
）の
芸
妓
と
二
人
で
二
階
の
四
畳
半
に
し
け

込
ん
で
」
性
的
な
接
待
を
受
け
た
。
ま
た
、
八
尾
町
は
、
民
謡
「
オ
ワ
ラ
節
」
で
有
名
で
あ

る
が
、
謡
曲
の
練
習
の
帰
り
道
な
ど
に
若
者
同
士
で
「
乗
り
込
む
」
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
場
合
若
者
を
相
手
に
し
た
の
は
、
売
れ
残
っ
た
（
お
茶
を
引
い
た
）
芸
者
で
あ
っ
た
と

い
う
。

「
富
山
県
統
計
書
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
時
点
で
、
八
尾
町
に
は
貸

座
敷
が
五
軒
、
娼
妓
は
一
〇
人
、
芸
妓
（
５
）が
四
二
人
だ
っ
た
（
表
１
）。
遊
客
数
は
四
二
一
五

人
、
遊
興
額
は
六
一
二
七
円
余
で
あ
る
。
県
内
全
体
か
ら
み
れ
ば
遊
客
数
や
遊
興
額
は
け
っ

し
て
大
き
く
は
な
い
が
、
一
人
あ
た
り
の
平
均
遊
興
費
は
、
県
内
で
三
番
目
に
高
い
こ
と
に

図１　  昭和初期の鏡町と明光楼跡（「鏡町繁盛図（昭和初期）」［鏡町公民館
建設委員会記念誌編集部会　2005］に加筆）

▲  旧明光楼跡。現在は鏡
町公民館が立つ（2021
年8月21日、筆者撮影）。
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山
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特
徴
が
み
ら
れ
る
。
上
層
の
商
人
た
ち
が
お
も
な
遊
客
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
期
に
な
る
と
鏡
町
遊
廓
は
大
き
な
変
化
を
む
か
え
た
。「
富
山
県
統
計
書
」
に
よ
れ

ば
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
以
降
娼
妓
数
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
に

は
貸
座
敷
も
消
滅
す
る
。
以
降
、
貸
座
敷
は
料
亭
に
看
板
を
か
け
か
え
、
芸
妓
を
抱
え
て
営

業
を
継
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
年
、
芸
妓
数
は
三
一
人
で
、
遊
客
人
員
は
こ
れ
ま
で
で

最
も
多
い
一
万
二
九
六
〇
人
を
記
録
し
、
遊
興
額
も
五
万
四
七
二
円
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
れ

は
、
ち
ょ
う
ど
「
オ
ワ
ラ
節
」
が
再
興
さ
れ
る
時
期
に
重
な
る
。

「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
に
よ
れ
ば
、
初
枝
が
住
み
替
え
た
明
光
楼
の
楼
主
（
抱
主
）
は
、
荒

木
庄
三
と
い
っ
た
。
昭
和
期
に
明
光
楼
の
楼
主
と
な
っ
た
荒
木
健
三
は
、
町
会
議
員
や
学
務

委
員
、
八
尾
町
農
会
長
を
歴
任
し
、
一
九
二
七
年
に
新
築
さ
れ
た
検
番
や
八
尾
劇
場
（
芝
居

小
屋
、
明
治
座
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
同
年
の
建
て
替
え
で
八
尾
劇
場
に
改
称
）
な
ど
の

土
地
を
所
有
す
る
地
域
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。「
オ
ワ
ラ
節
」
の
再
興
に
も
尽
力
し
、
抱
え

の
芸
妓
を
踊
り
の
指
導
に
あ
た
ら
せ
る
な
ど
し
た
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
中
に
経

営
不
振
に
お
ち
い
っ
た
の
か
明
光
楼
は
取
り
壊
さ
れ
、
土
地
は
戦
後
、
八
尾
町
に
譲
渡
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
八
尾
警
察
署
官
舎
、
町
営
住
宅
に
利
用
さ
れ
、
現
在
は
鏡
町
公
民
館
と
な
っ

て
い
る
﹇
八
尾
町
役
場
　
一
九
三
六
、
鏡
町
公
民
館
建
設
委
員
会
記
念
誌
編
集
部
会
　
二
〇

〇
五
﹈。

第
三
章
　
娼
妓
初
枝
の
手
紙
か
ら

本
章
で
は
、
初
枝
の
手
紙
を
分
析
し
、
住
み
替
え
を
め
ぐ
っ
て
起
き
た
出
来
事
を
で
き
る

か
ぎ
り
復
元
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
娼
妓
が
住
み
替
え
を
望
む
背
景
に
あ
る
、「
家
」
制
度
的

な
道
徳
、
前
借
金
や
追
借
金
の
問
題
、
娼
妓
と
貸
座
敷
業
者
お
よ
び
周
旋
業
者
の
あ
い
だ
の

権
力
関
係
な
ど
を
初
枝
の
心
性
に
も
注
目
し
な
が
ら
考
察
し
た
い
。

表１　富山県内貸座敷数・娼妓数・芸妓数・遊客数・遊興額一覧（1912年）

貸座敷免許地 貸座敷 娼妓 芸妓 遊客（a） 遊興額（b） 遊興費一人あたり平均（b/a）

富山市清水町 49 125 135 47,098 54,571.590 1.16

上新川郡東岩瀬町大字東岩瀬村 2 8 19 3,550 1,066.350 0.30

中新川郡滑川町大字常盤町 11 32 27 10,116 12,232.195 1.21

下新川郡魚津町大字馬場 29 29 41 10,616 26,820.715 2.53

下新川郡魚津町大字鴨川町 24 26 29 9,847 26,899.650 2.73

下新川郡泊町大字沼保村 7 15 56 4,406 5,126.570 1.16

婦負郡八尾町大字鏡町 5 10 42 4,215 6,127.755 1.45

射水郡掛開発村大字掛開発 19 57 125 37,067 33,312.360 0.90

射水郡新湊町大字放生津町 21 31 24 17,067 14,943.660 0.88

射水郡伏木町大字玉川町 19 30 24 7,009 8,847.880 1.26

氷見郡氷見町大字本川町 23 48 60 22,034 16,457.055 0.75

東礪波郡出町大字杉木新村 23 29 43 29,473 32,543.680 1.10

東礪波郡井波町大字山見町 11 24 38 16,343 16,366.780 1.00

西礪波郡石動町大字福見村 16 32 67 23,841 15,952.650 0.67

西礪波郡福光村大字福光村 13 25 46 19,697 1,769.980 0.09

合計 272 521 776 267,379 273,038.870 1.02

注）「富山県統計書」（1912 年）より作成。＊計算はあわないが原史料のママとした。

（円） （円）

＊
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娼妓の住み替えをめぐる一考察――娼妓の手紙から

け
っ
き
ょ
く
初
枝
は
楼
主
に
借
金
の
申
込
み
を
す
る
が
、
断
ら
れ
た
（63-5

）。
初
枝
は

そ
の
旨
を
手
紙
に
書
き
、
小
原
か
ら
兄
に
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
（
一
九
一
二
年
（
推

定
）
四
月
二
八
日
付
、63-5

）。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
初
枝
が
兄
に
直
接

伝
え
ず
、
小
原
に
伝
言
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
初
枝
と
兄
の
あ
い
だ
の
無
心
を
め

ぐ
る
問
題
は
、
周
旋
業
と
は
直
接
関
係
が
な
い
。
し
か
し
初
枝
の
手
紙
か
ら
は
、
小
原
は
周

旋
業
者
と
し
て
の
役
割
以
上
に
初
枝
の
家
族
の
（
金
銭
）
問
題
に
立
ち
入
り
、
初
枝
は
そ
れ

を
む
し
ろ
頼
み
に
し
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

二
　
住
み
替
え
の
決
意
と
理
由

「
誠
に
大
き
な
し
や
っ
き
ん
」
と
な
る
た
め
住
み
替
え
を
躊
躇
し
て
い
た
初
枝
が
、
小
原

に
住
み
替
え
を
依
頼
す
る
手
紙
を
再
三
出
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
一
二
年
（
大
正
元
）

八
月
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
初
枝
が
「
こ（

今

度

）

ん
ど
は
お
金
い
く
ら
そ（

損

）ん
し
て
も
か（
替
わ
り
ま
す
）

は
り
ま
す
」

（63-1

）
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
次
に
み
る
初
枝
の
手
紙
は
、
少
し
長
い
が

初
枝
が
住
み
替
え
を
望
む
理
由
が
よ
く
分
か
る
た
め
、
全
文
を
引
用
す
る
。

（
前
欠
）
私
も
し（

辛

抱

）

ん
ほ
し
て
お
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
け
れ
ど
、
や
ま
は
（
ば
）
か
り
で
こ
ん
な

と
こ
に
お
っ
て
も
だ
め
で
す
ゆ
へ
、
お（

お

客

）

き
く
さ
ん
の
あ
ま
り
き
た
な
い
と
こ
で
よ（

弱

り

）

は
り

ま
す
、
私
も
明
光
楼
の
お（
お
母
さ
ん
）

か
さ
ん
や
だ（

旦

那

）

ん
な
さ
ん
ら
を
み
る
と
、
ど
（
ど
ん
な
）ん
り（

立

派

）

っ
ぱ
な
と
こ

か
と
お
も
い
ま
す
け
れ
ど
、
き
て
み
れ
は
（
ば
）
こ
ん
な
と
こ
で
す
ゆ
へ
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
、
お（

お

客

）

き
く
さ
ん
を
し
ぱ
ら
ね
は
（
ば
）
な
ら
ん
し
、
私
ら
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
、
私
と

い（

一

緒

に

）

し
ヨ
う
に
き
た
人
と
も
ゆ
か
れ
る
の
で
す
、
な
か
〳
〵
し（

商

売

）

よ
ば
い
の
き
た
な
い
と
こ

で
す
、
こ
ん
ど
は
と
（
ど
）
こ
か
ひ
ろ
み
を
せ（
世
話
）は
し
て
下
さ
れ
、
な
ん
で
こ（
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
）

ん
と
こ
い
き
た
や

ら
、
誠
に
う（
運
）ん
が
わ（

悪

く

て

）

る
く
っ
て
こ
ま
り
ま
す
、
ど
ー
せ
昌
（
娼
）
妓
で
す
か
ら
こ
ん
な
せ
ま
い

と
こ
に
お
ら
ん
と
、
ひ
ろ
い
と
こ
い
（
に
）
い
き
ま
す
、
明
光
楼
い
（
に
）
く
る
時
の
き
め
は
月
に

一
　
兄
の
無
心
と
住
み
替
え

八
尾
町
の
明
光
楼
に
住
み
替
え
た
直
後
の
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
四
月
、
初
枝
は
、

姉
・
登
美
枝
か
ら
の
手
紙
で
兄
・
一
誠
が
金
沢
に
き
て
小
原
の
二
階
に
居
候
し
て
い
る
と
聞

か
さ
れ
た
（30-1-9

）。
登
美
枝
は
初
枝
に
、
兄
の
た
め
に
五
〇
円
を
用
立
て
て
く
れ
な
い

か
と
言
っ
て
き
た
。
し
か
し
、「
八
尾
は
今
し（

商

売

）

を
ば
い
が
ひ
ま
で
」
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状

況
に
あ
り
、
楼
主
に
気
兼
ね
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
初
枝
に
、
新
た
な
借
金
を
申

し
込
む
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
か
っ
た
。
も
し
、
五
〇
円
を
捻
出
で
き
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は

住
み
替
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
住
み
替
え
た
ば
か
り
で
ま
た
住
み
替
え
る
と
「
誠
に
大
き
な

し（

借

金

）

や
っ
き
ん
」
と
な
る
。
そ
れ
で
も
初
枝
は
、「
私
が
ほ
し
い
き（

着

物

）

も
の
一
枚
せ
ん
と
」
無
心

に
き
た
兄
の
使
い
に
わ
ず
か
な
金
銭
を
も
た
せ
て
帰
し
た
よ
う
だ
（30-1-9

）。
に
も
か
か

わ
ら
ず
一
誠
は
、
さ
ら
に
金
を
無
心
し
た
。
そ
も
そ
も
、
七
尾
町
か
ら
八
尾
町
に
住
み
替
え

た
理
由
は
、
兄
の
無
心
に
こ
た
え
る
た
め
だ
っ
た
（10-4

）。
情
け
な
さ
と
身
勝
手
な
兄
へ

の
憤
り
で
い
っ
ぱ
い
の
初
枝
は
、
小
原
へ
の
手
紙
に
そ
の
思
い
を
ぶ
つ
け
た
。

（
前
略
）
私
は
そ
ん
な
こ
と
（
借
金
の
申
込
み
―
―
人
見
、
以
下
同
）
を
主
人
様
に
む
か
っ
て

そ
ん
な
こ
と
が
い（
言
い
に
く
く
て
）

に
く
て
な
り
ま
せ
ん
、
良
策
さ
ん
（
兄
の
使
い
ヵ
）
の
ほ
ー
い
（
に
）
お
こ
っ

て
や
り
ま
し
た
、
そ
の
た
め
に
金
を
わ
ず
か
で
も
や
っ
た
の
に
、
又
も
こ
ん
な
こ
と

ゆ（
言
わ
れ
る
）

は
れ
る
か
ら
、
私
し
（
死
）
に
た
く
な
り
ま
す
、
又
金
沢
へ
な
に
し
に
き
た
の
か
す
こ
し
も

は（
分
か
り
）

か
り
ま
せ
ん
、
と
（
ど
）
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
皆
に
し
ん
ぱ
い
か
け
る
の
や
ら
、
誠
に
は
ら
が

た
ち
ま
す
、
私
で
も
か（

甲

斐

性

）

い
し
ヨ
う
が
あ
れ
は
ど
り
（
れ
）
だ
け
で
も
金
は
あ
げ
ま
す
け
れ
ど
、

お
か
さ
ん
も
御
存
じ
の
と（
通
り
）り
か
い
し
ヨ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
、
し（

借

金

ば

か

り

）

や
う
き
ん
は
か
り
ふ
や

す
と
、
し
ま
い
に
ど（
ど
ん
な
こ
と
）

ん
こ
と
に
な
る
か
と
お
も
っ
て
し
ん
ぱ
い
し
て
お
り
ま
す
、

こ
ん
な
手
紙
き
て
か
ら
、
私
は
な（
泣
き
ど
お
し
）

き
ど
ー
し
で
お
り
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
二
年
（
推
定
）
四
月
二
六
日
付
、30-1-7

）
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娼妓の住み替えをめぐる一考察――娼妓の手紙から

け
っ
き
ょ
く
初
枝
は
楼
主
に
借
金
の
申
込
み
を
す
る
が
、
断
ら
れ
た
（63-5

）。
初
枝
は

そ
の
旨
を
手
紙
に
書
き
、
小
原
か
ら
兄
に
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
（
一
九
一
二
年
（
推

定
）
四
月
二
八
日
付
、63-5

）。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
初
枝
が
兄
に
直
接

伝
え
ず
、
小
原
に
伝
言
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
初
枝
と
兄
の
あ
い
だ
の
無
心
を
め

ぐ
る
問
題
は
、
周
旋
業
と
は
直
接
関
係
が
な
い
。
し
か
し
初
枝
の
手
紙
か
ら
は
、
小
原
は
周

旋
業
者
と
し
て
の
役
割
以
上
に
初
枝
の
家
族
の
（
金
銭
）
問
題
に
立
ち
入
り
、
初
枝
は
そ
れ

を
む
し
ろ
頼
み
に
し
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

二
　
住
み
替
え
の
決
意
と
理
由

「
誠
に
大
き
な
し
や
っ
き
ん
」
と
な
る
た
め
住
み
替
え
を
躊
躇
し
て
い
た
初
枝
が
、
小
原

に
住
み
替
え
を
依
頼
す
る
手
紙
を
再
三
出
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
一
二
年
（
大
正
元
）

八
月
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
初
枝
が
「
こ（

今

度

）

ん
ど
は
お
金
い
く
ら
そ（

損

）ん
し
て
も
か（
替
わ
り
ま
す
）

は
り
ま
す
」

（63-1

）
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
次
に
み
る
初
枝
の
手
紙
は
、
少
し
長
い
が

初
枝
が
住
み
替
え
を
望
む
理
由
が
よ
く
分
か
る
た
め
、
全
文
を
引
用
す
る
。

（
前
欠
）
私
も
し（

辛

抱

）

ん
ほ
し
て
お
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
け
れ
ど
、
や
ま
は
（
ば
）
か
り
で
こ
ん
な

と
こ
に
お
っ
て
も
だ
め
で
す
ゆ
へ
、
お（

お

客

）

き
く
さ
ん
の
あ
ま
り
き
た
な
い
と
こ
で
よ（

弱

り

）

は
り

ま
す
、
私
も
明
光
楼
の
お（
お
母
さ
ん
）

か
さ
ん
や
だ（

旦

那

）

ん
な
さ
ん
ら
を
み
る
と
、
ど
（
ど
ん
な
）ん
り（

立

派

）

っ
ぱ
な
と
こ

か
と
お
も
い
ま
す
け
れ
ど
、
き
て
み
れ
は
（
ば
）
こ
ん
な
と
こ
で
す
ゆ
へ
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
、
お（

お

客

）

き
く
さ
ん
を
し
ぱ
ら
ね
は
（
ば
）
な
ら
ん
し
、
私
ら
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
、
私
と

い（

一

緒

に

）

し
ヨ
う
に
き
た
人
と
も
ゆ
か
れ
る
の
で
す
、
な
か
〳
〵
し（

商

売

）

よ
ば
い
の
き
た
な
い
と
こ

で
す
、
こ
ん
ど
は
と
（
ど
）
こ
か
ひ
ろ
み
を
せ（
世
話
）は
し
て
下
さ
れ
、
な
ん
で
こ（
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
）

ん
と
こ
い
き
た
や

ら
、
誠
に
う（
運
）ん
が
わ（

悪

く

て

）

る
く
っ
て
こ
ま
り
ま
す
、
ど
ー
せ
昌
（
娼
）
妓
で
す
か
ら
こ
ん
な
せ
ま
い

と
こ
に
お
ら
ん
と
、
ひ
ろ
い
と
こ
い
（
に
）
い
き
ま
す
、
明
光
楼
い
（
に
）
く
る
時
の
き
め
は
月
に

一
　
兄
の
無
心
と
住
み
替
え

八
尾
町
の
明
光
楼
に
住
み
替
え
た
直
後
の
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
四
月
、
初
枝
は
、

姉
・
登
美
枝
か
ら
の
手
紙
で
兄
・
一
誠
が
金
沢
に
き
て
小
原
の
二
階
に
居
候
し
て
い
る
と
聞

か
さ
れ
た
（30-1-9

）。
登
美
枝
は
初
枝
に
、
兄
の
た
め
に
五
〇
円
を
用
立
て
て
く
れ
な
い

か
と
言
っ
て
き
た
。
し
か
し
、「
八
尾
は
今
し（

商

売

）

を
ば
い
が
ひ
ま
で
」
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状

況
に
あ
り
、
楼
主
に
気
兼
ね
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
初
枝
に
、
新
た
な
借
金
を
申

し
込
む
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
か
っ
た
。
も
し
、
五
〇
円
を
捻
出
で
き
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は

住
み
替
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
住
み
替
え
た
ば
か
り
で
ま
た
住
み
替
え
る
と
「
誠
に
大
き
な

し（

借

金

）

や
っ
き
ん
」
と
な
る
。
そ
れ
で
も
初
枝
は
、「
私
が
ほ
し
い
き（

着

物

）

も
の
一
枚
せ
ん
と
」
無
心

に
き
た
兄
の
使
い
に
わ
ず
か
な
金
銭
を
も
た
せ
て
帰
し
た
よ
う
だ
（30-1-9

）。
に
も
か
か

わ
ら
ず
一
誠
は
、
さ
ら
に
金
を
無
心
し
た
。
そ
も
そ
も
、
七
尾
町
か
ら
八
尾
町
に
住
み
替
え

た
理
由
は
、
兄
の
無
心
に
こ
た
え
る
た
め
だ
っ
た
（10-4
）。
情
け
な
さ
と
身
勝
手
な
兄
へ

の
憤
り
で
い
っ
ぱ
い
の
初
枝
は
、
小
原
へ
の
手
紙
に
そ
の
思
い
を
ぶ
つ
け
た
。

（
前
略
）
私
は
そ
ん
な
こ
と
（
借
金
の
申
込
み
―
―
人
見
、
以
下
同
）
を
主
人
様
に
む
か
っ
て

そ
ん
な
こ
と
が
い（
言
い
に
く
く
て
）

に
く
て
な
り
ま
せ
ん
、
良
策
さ
ん
（
兄
の
使
い
ヵ
）
の
ほ
ー
い
（
に
）
お
こ
っ

て
や
り
ま
し
た
、
そ
の
た
め
に
金
を
わ
ず
か
で
も
や
っ
た
の
に
、
又
も
こ
ん
な
こ
と

ゆ（
言
わ
れ
る
）

は
れ
る
か
ら
、
私
し
（
死
）
に
た
く
な
り
ま
す
、
又
金
沢
へ
な
に
し
に
き
た
の
か
す
こ
し
も

は（
分
か
り
）

か
り
ま
せ
ん
、
と
（
ど
）
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
皆
に
し
ん
ぱ
い
か
け
る
の
や
ら
、
誠
に
は
ら
が

た
ち
ま
す
、
私
で
も
か（

甲

斐

性

）

い
し
ヨ
う
が
あ
れ
は
ど
り
（
れ
）
だ
け
で
も
金
は
あ
げ
ま
す
け
れ
ど
、

お
か
さ
ん
も
御
存
じ
の
と（
通
り
）り
か
い
し
ヨ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
、
し（

借

金

ば

か

り

）

や
う
き
ん
は
か
り
ふ
や

す
と
、
し
ま
い
に
ど（
ど
ん
な
こ
と
）

ん
こ
と
に
な
る
か
と
お
も
っ
て
し
ん
ぱ
い
し
て
お
り
ま
す
、

こ
ん
な
手
紙
き
て
か
ら
、
私
は
な（
泣
き
ど
お
し
）

き
ど
ー
し
で
お
り
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
二
年
（
推
定
）
四
月
二
六
日
付
、30-1-7

）
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娼妓の住み替えをめぐる一考察――娼妓の手紙から

訴
え
て
い
た
。
し
か
し
、
小
原
に
紹
介
さ
れ
た
住
み
替
え
先
の
明
光
楼
は
、「
あ
ま
り
よ
い

お
き
や
く
さ
ん
お
い
で
ま
せ
ん
」（20-4

）
と
こ
ろ
で
、
初
枝
は
消
沈
し
た
。

し
か
も
、「
お（

お

客

）

き
く
さ
ん
を
し
ぱ
ら
ね
は
な
ら
ん
」
か
っ
た
こ
と
が
、
初
枝
を
さ
ら
に
苦

し
め
た
。
客
を
「
し
ぱ
る
」
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
光
楼
は
「
な
か
〳
〵
し（

商

売

）

よ
ば
い

の
き
た
な
い
と
こ
」
だ
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
娼
妓
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
稼
業
の
や

り
方
が
苦
痛
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
や
ま
は
（
ば
）
か
り
で
こ
ん
な
と
こ
に
お
っ
て
も
だ
め
」
で
「
と
（
ど
）
こ
か
ひ
ろ
み
を
せ（
世
話
）わ
」

し
て
欲
し
い
と
い
う
。「
や
ま
」
の
正
確
な
用
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
字
通
り
に
解
せ
ば
、

先
述
の
と
お
り
鏡
町
遊
廓
が
山
間
部
に
位
置
す
る
遊
廓
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
あ
る
い
は
、「
田
舎
風
の
抜
け
て
い
な
い
こ
と
」
を
「
山
出
」
と
い
う
が
（『
日
本

国
語
大
辞
典
』
な
ど
）、
田
舎
や
地
方
の
意
味
で
使
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

な
ぜ
、「
せ
ま
い
と
こ
」
で
は
な
く
「
ひ
ろ
い
と
こ
」
に
行
き
た
い
の
か
。
そ
れ
は
、「
お

金
は
た
く
さ
ん
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。
明
光
楼
に
抱
え
ら
れ
て
い
る
限
り
、「
お
金
の

ふ（

不

自

由

）

じ
ゆ
う
な
こ
と
は
お
話
に
」
な
ら
な
い
（
た
だ
し
、「
ひ
ろ
み
」
に
住
み
替
え
さ
え
す
れ

ば
、
お
金
に
不
自
由
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
）。「
富
山

県
統
計
書
」
の
数
値
を
み
る
と
廓
全
体
の
売
上
高
は
悪
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
初

枝
に
と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。「
こ
ん
な
と
こ
に
お
っ
て
も
あ
た
ま
が
あ
が
る
み
こ

み
は
さ
ら
に
あ
り
ま
せ
ん
」（20-4

）
と
し
て
初
枝
は
、
展
望
が
な
い
こ
と
を
憂
え
た
。

こ
の
と
き
初
枝
は
す
で
に
着
物
を
質
に
入
れ
、
楼
主
か
ら
は
兄
の
た
め
に
二
〇
円
を
借
り
、

さ
ら
に
自
分
の
小
遣
い
と
し
て
一
五
円
を
追
借
金
し
て
い
た
。
初
枝
は
、「
も（

持

ち

衣

裳

）

ち
い
し
ヨ
う
」

の
契
約
で
あ
っ
た
た
め
（
前
出
「
摘
要
」
で
は
③
の
契
約
）、
着
物
を
す
べ
て
自
分
で
購
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
約
束
さ
れ
た
紙
代
や
髪
結
賃
も
支
払
わ
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
八
尾
町
に
き
て
か
ら
一
〇
日
ほ
ど
入
院
し
た
た
め
、
そ
の
費
用
も
必
要
で
あ
っ

た
（42-2

）。

か（

紙

）み
二
そ
く
と
、
か（

髪

結

賃

）

み
ゆ
う
ち
ん
と
で
る
は
ず
で
す
ね
、
す
こ
し
も
で
ま
せ
ん
か
ら

こ（

小

遣

い

）

ず
か
い
に
こ
ま
り
ま
す
、
お
金
の
ふ（

不

自

由

）

じ
ゆ
う
な
こ
と
は
お
話
に
な
り
ま
せ
ん
、
ま
だ

き
て
か
ら
や（

休

み

）

す
み
一
日
し
て
く
れ
ま
せ
ん
、
な
か
〳
〵
お（

お

客

）

か
く
さ
ん
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
と
は
お（
思
わ
な
い
）

も
は
ん
う
ち
で
す
、
な
か
〳
〵
よ（

欲

）く
な
お（
お
母
さ
ん
）

か
さ
ん
で
す

ね
、
富
山
県
が
ひ（

評

判

）

よ
う
ば
ん
の
明
光
楼
の
ば（

マ

マ

）

ば
て
う
さ
が
た
か
い
う
ち
で
す
ね
、
や
か

ま
し
い
人
と
ゆ
う
た
ら
、
私
ら
は
毎
日
ち
い
さ
く
な
っ
て
お
り
ま
す
、
そ
の
上
ま
だ

な（

仲

居

）

か
い
さ
ん
の
な
か
〳
〵
は（

悪

者

）

る
も
の
が
お
り
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の
こ
と
な
い
こ
と
あ
る

こ
と
は（

悪

口

）

る
く
ち
ゆ
う
人
と
が
あ
り
ま
す
し
、
な
か
〳
〵
き
て
み
ね
は
（
ば
）
わ
か
り
ま
せ
ん
、

こ
ん
な
こ
と
ゆ
う
て
も
う
そ
だ
と
お
も
っ
て
下
さ
れ
る
な
、
あ
な
た
様
も
姉
上
様
の
と

こ
い
（
に
）
ゆ
き
ま
し
て
、
そ
う
ゆ
ー
う
て
下
さ
れ
、
私
も
か（
替
わ
る
）

は
る
こ
と
は
一
ば
ん
い
や
で
す

け
れ
ど
、
お
金
は
た
く
さ
ん
い
る
し
、
人
に
は
は
づ
か
し
い
し
、
ほ
ん
と
に
い（
嫌
）や
で
す

け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
し（

仕

方

）

か
だ
が
あ
り
ま
せ
ん
、
東
京
か
ら
き
た
ら
ち（
ち
ょ
っ
と
）

よ
と
お
し
ら
せ
下

さ
れ
、
ま
っ
て
お
り
ま
す
、
ま
た
あ
と
よ
り
く
わ
し
く
申
ま
す
、
先
は
御
身
大
切
に

八
月

　
十
六
日 

 
 

初
枝

　
お
か
さ
ん

 

（
一
九
一
二
年
（
推
定
）
八
月
一
六
日
付
、63-13

）

八
尾
町
に
住
み
替
え
る
と
き
初
枝
は
、
明
光
楼
の
「
お
か
さ
ん
や
だ
ん
な
さ
ん
ら
」
を
み

て
、
ど
ん
な
立
派
な
と
こ
ろ
か
と
期
待
し
た
。
し
か
し
、
期
待
は
ま
も
な
く
失
望
に
変
わ
っ

た
。
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。

ま
ず
、
明
光
楼
は
「
お（

お

客

）

き
く
さ
ん
の
あ
ま
り
き
た
な
い
と
こ
」
で
あ
る
と
い
う
。
客
筋
が

よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
初
枝
は
、
七
尾
町
で
小
原
に
住
み
替
え
を
依
頼
し
た

さ
い
、「
お（

お

客

）

き
く
さ
ん
の
い
う
ち
を
一
ば
ん
だ
い
ぢ
で
す
」（19-2

）
と
念
を
押
す
よ
う
に
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た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
な
り
（
る
）
だ
け
の
こ
と
な
ら
し（

辛

抱

）

ん
ぽ
し
て
お
る
の
で
す
け
れ

ど
、
と
て
も
お
ら
れ
ま
せ
ん
ゆ
へ
、
ど
ー
あ
っ
て
も
か（
替
わ
り
た
い
）

は
り
た
い
の
で
す
、
皆
様
に
は

ず
か
し
い
た
め
、
い
ま
ゝ
で
し（

辛

抱

）

ん
ぽ
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
す
ゆ
へ
、
ど
ー
か

お（
お
登
美
さ
ん
）

と
み
さ
ん
（
姉
・
登
美
枝
）
に
、
そ
ー
ゆ
う
て
下
さ
れ
、
私
が
い
ま
か（
替
わ
る
）

は
る
の
は
、

わ（

我

儘

）

が
ま
ゝ
で
か（
替
わ
る
）

は
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
お
金
に
は
か（
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
）

い
ら
れ
ま
せ
ん
と
ゆ
う
て
下

さ
れ
（
後
略
）

 

（
一
九
一
二
年
（
推
定
）、10-4

）

初
枝
は
、
辛
抱
が
足
り
な
い
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
初
枝

は
何
度
も
手
紙
を
書
い
た
。
自
分
の
我
儘
で
住
み
替
え
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
理
解
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
初
枝
は
「
私
一
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
う
ち
の
お（

お

子

達

）

こ
だ
ち
み
ん
な
で
る
の
で
あ
り
ま
す
」（63-1

）
と
書
い
て
い
る
。
娼
妓
・

芸
妓
の
創
業
・
廃
業
状
況
（
表
２
）
を
み
る
と
、
じ
っ
さ
い
、
八
尾
町
は
入
れ
替
わ
り
が
激

し
い
遊
廓
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
背
景
に
初
枝
が
訴
え
る
よ
う
な
劣
悪
な
環

境
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
初
枝
の
苦
痛
の
根
底
に
あ
っ
た
の

は
初
枝
の
意
に
反
し
て
性
買
売
を
強
い
る
近
代
公
娼
制
度
の
仕
組
み
そ
の
も
の
だ
っ
た
の

で
、
住
み
替
え
が
事
態
を
好
転
さ
せ
る
可
能
性
は
限
り
な
く
低
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
私
も
今
で
昌
（
娼
）
妓
こ
け
ま
し
た
か
ら
、
な
ん
ど
き
で
も
昌
妓
で
ゆ
き
ま
す
、
う
ち
に
な
に
ゆ

う
て
も
か（
替
わ
り
ま
す
）

は
り
ま
す
」（20-4

）
と
い
う
開
き
直
り
が
か
ろ
う
じ
て
初
枝
を
支
え
て
い
た
。

三
　
姉
・
登
美
枝
の
反
対

住
み
替
え
の
手
続
き
を
す
す
め
る
た
め
に
小
原
は
、
東
京
に
い
る
初
枝
の
母
親
に
連
絡
を

と
っ
た
。
住
み
替
え
に
は
親
や
親
族
の
承
諾
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
母
親

は
承
諾
し
な
か
っ
た
。
初
枝
は
「
お
や
の
い（
縁
）ん
が
き
れ
て
も
」
住
み
替
え
る
と
譲
ら
な
か
っ

し
か
し
、
楼
主
に
は
こ
れ
以
上
の
借
金
を
断
ら
れ
た
。
返
済
に
行
き
詰
ま
っ
た
初
枝
が

頼
っ
た
の
は
、
小
原
だ
っ
た
。
初
枝
は
、
小
原
に
二
〇
円
の
借
金
を
申
し
込
ん
だ
（63-

1

）。
じ
つ
は
、
小
原
は
、
芸
娼
妓
紹
介
業
の
傍
ら
、
自
身
が
紹
介
し
た
芸
娼
妓
や
そ
の
家

族
に
金
を
貸
し
、
利
子
を
受
け
取
っ
て
い
た
（
６
）。

さ
ら
に
、「
お
か
さ
ん
」
が
「
や
か
ま
し
い
人
」
で
初
枝
は
毎
日
身
の
細
る
思
い
で
過
ご

し
て
い
る
と
い
う
。
じ
っ
さ
い
、「
お
か
さ
ん
」
の
厳
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
住
み
替
え
を
希

望
す
る
芸
娼
妓
は
、
初
枝
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
小
松
遊
廓
（
石
川
県
能
美
郡
小
松
町
、

現
小
松
市
）
で
稼
業
し
て
い
た
み
ゆ
き

4

4

4

は
、
長
年
稼
業
を
続
け
て
い
く
中
で
「
つ
ら
い
内
」

も
「
ら
く
な
内
」
も
「
く（

食

い

物

）

い
も
の
の
わ
る
い
内
」
も
経
験
し
「
ば（

万

事

）

ん
じ
の
事
は
な
ん
と
も

お
は
な
し
の
な
い
も
の
」
と
な
っ
た
が
、「
お
か
ゝ
さ
ん
が
い
や
な
人
」
で
耐
え
き
れ
ず

「
こ
ら
い
ぶ
く
ろ
の
わ
が
き
れ
ま
し
た
ゆ
へ
」
住
み
替
え
を
希
望
し
た
と
い
う
（36-1

）。

初
枝
は
、「
お
か
さ
ん
の
き
び
し
い
こ
と
は
し（

マ

マ

）

と
ー
と
ー
り
が
あ
り
ま
せ
ん
」
た
め
に
、

「
な
ん
だ
か
か（

身

体

）

ら
だ
が
は（

悪

い

）

る
い
し
、
お（
思
う
よ
う
に
）

も
ヨ
う
に
な
り
ま
せ
ん
し
、
誠
に
こ
ま
っ
て
お
り
ま

す
」（20-4

）
と
体
調
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
訴
え
て
い
た
。
抱
主
や
そ
の
妻
に
よ

る
虐
待
は
、
彼
女
た
ち
に
住
み
替
え
を
決
意
さ
せ
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
住
み
替
え
て
か
ら
五
ヶ
月
た
っ
て
も
休
日
は
一
日
も
な
く
、
仲
居
が
有
る
こ
と
無

い
こ
と
悪
口
を
触
れ
回
る
の
も
耐
え
難
か
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
住
み
替
え
に
つ
い
て
初

枝
は
、「
人
に
わ
は
づ
か
し
い
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
別
の
手
紙
で
も
「
此
の
間

き
て
こ
ん
な
こ
と
ゆ
う
の
は
誠
に
は
づ
か
し
い
は
な
し
」（20-4

）
と
書
い
て
い
た
。

御
手
紙
た
し
か
に
受
取
り
ま
し
た
、
つ
き
ま
し
て
は
、
私
も
し（

辛

抱

す

る

）

ん
ぽ
し
る
く
ら
い
な
ら

は
（
ば
）
、
こ
ん
な
に
申
ま
せ
ん
の
で
す
か
ら
、
ど
ー
ぞ
ね
が
い
ま
す
、
そ（

損

得

）

ん
と
く
に
か
ゞ
は

ら
ん
の
で
、
私
も
七
尾
で
た
く
さ
ん
し（

借

金

）

や
う
き
ん
し
て
き
た
こ
と
は
、
一
日
も
わ
す
れ
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た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
な
り
（
る
）
だ
け
の
こ
と
な
ら
し（

辛

抱

）

ん
ぽ
し
て
お
る
の
で
す
け
れ

ど
、
と
て
も
お
ら
れ
ま
せ
ん
ゆ
へ
、
ど
ー
あ
っ
て
も
か（
替
わ
り
た
い
）

は
り
た
い
の
で
す
、
皆
様
に
は

ず
か
し
い
た
め
、
い
ま
ゝ
で
し（

辛

抱

）

ん
ぽ
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
す
ゆ
へ
、
ど
ー
か

お（
お
登
美
さ
ん
）

と
み
さ
ん
（
姉
・
登
美
枝
）
に
、
そ
ー
ゆ
う
て
下
さ
れ
、
私
が
い
ま
か（
替
わ
る
）

は
る
の
は
、

わ（

我

儘

）

が
ま
ゝ
で
か（
替
わ
る
）

は
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
お
金
に
は
か（
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
）

い
ら
れ
ま
せ
ん
と
ゆ
う
て
下

さ
れ
（
後
略
）

 

（
一
九
一
二
年
（
推
定
）、10-4

）

初
枝
は
、
辛
抱
が
足
り
な
い
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
初
枝

は
何
度
も
手
紙
を
書
い
た
。
自
分
の
我
儘
で
住
み
替
え
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
理
解
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
初
枝
は
「
私
一
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
う
ち
の
お（

お

子

達

）

こ
だ
ち
み
ん
な
で
る
の
で
あ
り
ま
す
」（63-1

）
と
書
い
て
い
る
。
娼
妓
・

芸
妓
の
創
業
・
廃
業
状
況
（
表
２
）
を
み
る
と
、
じ
っ
さ
い
、
八
尾
町
は
入
れ
替
わ
り
が
激

し
い
遊
廓
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
背
景
に
初
枝
が
訴
え
る
よ
う
な
劣
悪
な
環

境
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
初
枝
の
苦
痛
の
根
底
に
あ
っ
た
の

は
初
枝
の
意
に
反
し
て
性
買
売
を
強
い
る
近
代
公
娼
制
度
の
仕
組
み
そ
の
も
の
だ
っ
た
の

で
、
住
み
替
え
が
事
態
を
好
転
さ
せ
る
可
能
性
は
限
り
な
く
低
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
私
も
今
で
昌

（
娼
）
妓
こ
け
ま
し
た
か
ら
、
な
ん
ど
き
で
も
昌
妓
で
ゆ
き
ま
す
、
う
ち
に
な
に
ゆ

う
て
も
か（
替
わ
り
ま
す
）

は
り
ま
す
」（20-4

）
と
い
う
開
き
直
り
が
か
ろ
う
じ
て
初
枝
を
支
え
て
い
た
。

三
　
姉
・
登
美
枝
の
反
対

住
み
替
え
の
手
続
き
を
す
す
め
る
た
め
に
小
原
は
、
東
京
に
い
る
初
枝
の
母
親
に
連
絡
を

と
っ
た
。
住
み
替
え
に
は
親
や
親
族
の
承
諾
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
母
親

は
承
諾
し
な
か
っ
た
。
初
枝
は
「
お
や
の
い（
縁
）ん
が
き
れ
て
も
」
住
み
替
え
る
と
譲
ら
な
か
っ

し
か
し
、
楼
主
に
は
こ
れ
以
上
の
借
金
を
断
ら
れ
た
。
返
済
に
行
き
詰
ま
っ
た
初
枝
が

頼
っ
た
の
は
、
小
原
だ
っ
た
。
初
枝
は
、
小
原
に
二
〇
円
の
借
金
を
申
し
込
ん
だ
（63-

1

）。
じ
つ
は
、
小
原
は
、
芸
娼
妓
紹
介
業
の
傍
ら
、
自
身
が
紹
介
し
た
芸
娼
妓
や
そ
の
家

族
に
金
を
貸
し
、
利
子
を
受
け
取
っ
て
い
た
（
６
）。

さ
ら
に
、「
お
か
さ
ん
」
が
「
や
か
ま
し
い
人
」
で
初
枝
は
毎
日
身
の
細
る
思
い
で
過
ご

し
て
い
る
と
い
う
。
じ
っ
さ
い
、「
お
か
さ
ん
」
の
厳
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
住
み
替
え
を
希

望
す
る
芸
娼
妓
は
、
初
枝
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
小
松
遊
廓
（
石
川
県
能
美
郡
小
松
町
、

現
小
松
市
）
で
稼
業
し
て
い
た
み
ゆ
き

4

4

4

は
、
長
年
稼
業
を
続
け
て
い
く
中
で
「
つ
ら
い
内
」

も
「
ら
く
な
内
」
も
「
く（

食

い

物

）

い
も
の
の
わ
る
い
内
」
も
経
験
し
「
ば（

万

事

）

ん
じ
の
事
は
な
ん
と
も

お
は
な
し
の
な
い
も
の
」
と
な
っ
た
が
、「
お
か
ゝ
さ
ん
が
い
や
な
人
」
で
耐
え
き
れ
ず

「
こ
ら
い
ぶ
く
ろ
の
わ
が
き
れ
ま
し
た
ゆ
へ
」
住
み
替
え
を
希
望
し
た
と
い
う
（36-1

）。

初
枝
は
、「
お
か
さ
ん
の
き
び
し
い
こ
と
は
し（

マ

マ

）

と
ー
と
ー
り
が
あ
り
ま
せ
ん
」
た
め
に
、

「
な
ん
だ
か
か（

身

体

）

ら
だ
が
は（

悪

い

）

る
い
し
、
お（
思
う
よ
う
に
）

も
ヨ
う
に
な
り
ま
せ
ん
し
、
誠
に
こ
ま
っ
て
お
り
ま

す
」（20-4

）
と
体
調
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
訴
え
て
い
た
。
抱
主
や
そ
の
妻
に
よ

る
虐
待
は
、
彼
女
た
ち
に
住
み
替
え
を
決
意
さ
せ
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
住
み
替
え
て
か
ら
五
ヶ
月
た
っ
て
も
休
日
は
一
日
も
な
く
、
仲
居
が
有
る
こ
と
無

い
こ
と
悪
口
を
触
れ
回
る
の
も
耐
え
難
か
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
住
み
替
え
に
つ
い
て
初

枝
は
、「
人
に
わ
は
づ
か
し
い
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
別
の
手
紙
で
も
「
此
の
間

き
て
こ
ん
な
こ
と
ゆ
う
の
は
誠
に
は
づ
か
し
い
は
な
し
」（20-4

）
と
書
い
て
い
た
。

御
手
紙
た
し
か
に
受
取
り
ま
し
た
、
つ
き
ま
し
て
は
、
私
も
し（

辛

抱

す

る

）

ん
ぽ
し
る
く
ら
い
な
ら

は
（
ば
）
、
こ
ん
な
に
申
ま
せ
ん
の
で
す
か
ら
、
ど
ー
ぞ
ね
が
い
ま
す
、
そ（

損

得

）

ん
と
く
に
か
ゞ
は

ら
ん
の
で
、
私
も
七
尾
で
た
く
さ
ん
し（

借

金

）

や
う
き
ん
し
て
き
た
こ
と
は
、
一
日
も
わ
す
れ
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た
（63-1

）
が
、
さ
ら
に
姉
・
登
美
枝
が
強
硬
に
反
対
し
た
（19-7

）。
た
い
て
い
の
場
合

住
み
替
え
は
、
前
借
金
と
年
期
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
。
み
す
み
す
妹
（
娘
）
が
苦
し
む
こ

と
に
な
る
決
断
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
初
枝
は
納
得
で
き
な
か
っ
た
。「
毎
日
〳
〵
こ
の
ほ
ー
と
て
に
金
を
は（

払

い

）

ら
い
し
ま

せ
ん
の
で
、
毎
日
〳
〵
し（

借

金

）

や
っ
き
ん
と
り
が
き
て
、
私
も
ま
こ
と
に
き（

気

の

毒

）

の
ど
く
で
な
り
ま
せ

ん
し
、
か（

顔

向

け

）

ほ
む
き
が
で
き
ま
せ
ん
」（19-7

）
と
書
い
た
よ
う
に
、
毎
日
借
金
取
り
が
来
て

身
の
置
き
所
が
な
い
こ
と
に
も
は
や
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
自
分
の
境
遇
を
理

解
し
て
く
れ
よ
う
と
し
な
い
姉
を
初
枝
は
「
あ
ま
り
は（

薄

情

）

く
じ
よ
う
」
だ
と
詰
り
、
ま
す
ま
す

小
原
を
頼
み
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
手
紙
に
は
、
八
尾
町
に
も
周
旋
業
者
は
い
る
が
、
周

旋
業
者
は
小
原
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
と
わ
ざ
わ
ざ
書
き
送
っ
て
い
る
。

（
前
略
）
つ
い
て
は
今
度
ご（

ご

厄

介

）

っ
や
か
い
か
け
て
す
み
ま
せ
ん
が
、
私
も
ど
ー
か
し
て

し（

辛

抱

）

ん
ぼ
し
て
お
り
た
い
と
お
も
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
だ
ん
〳
〵
か
ら
だ
が
つ

ま
っ
て
く
る
の
で
と
て
も
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
こ
か
い
（
に
）
や
っ
て
下
さ
れ
、
さ
い

〳
〵
の
こ
と
で
、
あ
な
た
様
に
も
い
や
で
は
あ
り
ま
し
ヨ
う
が
、
よ
ろ
し
く
ね
が
い
ま

す
、
こ
ち
ら
た
く
さ
ん
せ（

世
話
）は
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
あ
な
た
様
に

い（

今

ま

で

）

ま
ゞ
で
せ（
世
話
）は
し
て
い
た
ゞ
き
ま
し
た
か
ら
、
ほ
か
い
（
に
）
は
い
や
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
つ

い
あ
な
た
様
の
と
こ
ろ
い
（
に
）
ゆ
う
て
よ
こ
す
の
で
す
か
ら
、
あ
し
か
ら
ず
お
も
っ
て
下
さ

れ
る
（
な
脱
）、
と
て
も
お
金
に
せ
ま
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
、（
中
略
）
こ（

今

度

）

ん
と
は
東
京
へ

そ（

相

談

）

ー
だ
ん
せ
ん
と
、
一
誠
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
、
は（

判

し

て

も

ら

う

）

ん
し
て
も
ら
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
ど
ー
ぞ
よ
ろ
し
く
お
た
の
み
申
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
三
年
（
推
定
）
二
月
付
、10-1

）

初
枝
は
、
母
親
や
姉
に
腹
を
立
て
、「
東
京
い
（
に
）
は
だ
ま
っ
て
か（
替
わ
る
）

は
る
」（36-12

）
こ
と
に

表２　八尾町（鏡町遊廓）における貸座敷数・娼妓数・芸妓数の推移

年 貸座敷数 創業 廃業 娼妓数 創業 廃業 芸妓数 創業 廃業

1902 5 0 0 16 9 10 8 6 7

1903 6 1 0 16 9 9 20 13 9

1904 6 0 0 12 10 14 20 13 11

1905 6 0 0 15 11 8 12 11 19

1906 6 0 0 16 17 16 16 12 10

1907 6 0 0 12 7 11 21 21 16

1908 5 0 1 8 7 11 25 27 23

1909 4 0 1 9 9 8 31 22 16

1910 4 0 0 8 5 6 30 8 9

1911 5 1 0 10 3 1 39 10 1

1912 5 0 0 10 5 5 42 20 18

1913 5 1 1 6 2 6 48 28 21

1914 4 0 1 6 4 4 49 30 29

1915 4 0 0 9 6 3 56 38 31

1916 4 0 0 7 3 5 17 6 4

1917 4 0 0 7 1 1 17 10 10

1918 4 0 0 6 4 5 19 23 21

1919 4 0 0 6 8 8 24 28 23

1920 4 0 0 4 3 5 24 11 11
注）「富山県統計書」各年版より作成。芸妓数と創業・廃業の計算が合わない箇所があるが、原史料のママとした。
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娼妓の住み替えをめぐる一考察――娼妓の手紙から

屋
を
提
案
し
た
の
は
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
二
月
ご
ろ
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
手
紙
を

受
け
取
っ
た
初
枝
は
、
喜
び
を
隠
せ
な
か
っ
た
が
同
時
に
落
胆
し
た
。
二
月
は
八
尾
の
正
月

で
書
き
入
れ
時
だ
っ
た
。
初
枝
は
、
明
光
楼
に
「
ぎ（
義
理
）り
」
が
あ
り
、
正
月
に
住
み
替
え
る
こ

と
は
「
あ
ん
ま
り
は（

薄

情

）

く
じ
ヨ
う
」
だ
か
ら
、
し
ば
ら
く
待
っ
て
く
れ
る
よ
う
小
原
に
手
紙
を

書
い
た
。
初
枝
は
日
頃
か
ら
楼
主
に
「
ど
ー
あ
っ
て
も
お
っ
て
く
れ
」（42-6

）
と
言
わ
れ

て
い
た
か
ら
、
楼
主
の
頼
み
を
断
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

御
手
紙
た
し
か
に
つ
き
ま
し
た
、
い
ろ
〳
〵
と
ご
や
っ
か
い
お
か
け
申
ま
し
て
か
ん
に

ん
し
て
下
さ
れ
、
つ
い
て
は
私
も
一
日
も
早
く
ゆ
き
た
い
の
は
や
ま
〳
〵
な
れ
ど
、
あ

な
た
様
も
し
っ
て
の
と
ー
り
八
尾
の
正
月
が
き
ま
し
た
し
、
正
月
め
か
け
て
ゆ
く
は（
訳
）け

に
も
ゆ
か
ず
、
ぎ（
義
理
）り
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ん
ま
り
は（

薄

情

）

く
じ
ヨ
う
な
こ
と
し
て
は
す
ま

ん
と
お
も
い
ま
す
か
ら
、
き
の
ど
く
な
が
ら
十
五
、
六
日
ま
で
ま
つ
は
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
か
、
い
か
が
や
ら
、
私
も
こ
ん
な
に
早
く
き
ま
る
と
は
お
も
い
ま
せ
ん
な
ん
だ
、

ど
ー
し
て
三
、
四
月
ご
ろ
で
な
け
ね（
れ
ば
）は
き
ま
ら
ん
と
お
も
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

手
紙
き
ま
し
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
、
私
に
は
誠
に
う
れ
し
い
で
す
け
れ
ど
、
な
に
ゆ
う

て
も
正
月
め
か
け
て
は
い
か
れ
ま
せ
ん
ゆ
へ
、
ど
ー
か
正
月
す（
済
む
）ん
ま
で
ま
っ
て
下
さ

れ
、
お
た
の
み
申
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
三
年
二
月
（
推
定
）、36-12

）

け
っ
き
ょ
く
、
こ
の
と
き
の
住
み
替
え
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
借
金
は
、
質
に

三
〇
円
ほ
ど
、「
こ
ま
か
い
し
や
う
き
ん
」（
売
掛
金
）
が
二
〇
円
ば
か
り
、
そ
の
ほ
か
に
楼

主
に
六
〇
円
ほ
ど
あ
り
、
合
計
一
一
〇
円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
（42-6

）。

し
た
。
そ
し
て
、
兄
・
一
誠
の
承
諾
を
と
り
つ
け
た
。
兄
は
相
変
わ
ら
ず
初
枝
に
無
心
を
つ

づ
け
て
い
た
の
で
（42-9

止
）、
兄
が
初
枝
の
住
み
替
え
に
反
対
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。（

前
略
）
そ
れ
に
つ
き
兄
上
さ
ん
か
ら
あ
ま
り
大
き
ん
な
お
金
を
ゆ
う
て
き
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
、
あ
な
た
様
も
し
っ
て
の
と
ー
り
ど
こ
に
そ
ん
な
に
お
金
が
あ
る
と
お
も
っ
て

い
る
の
か
し
ら
ん
け
れ
ど
、
あ
ま
り
へ
（
ひ
）
ど
い
こ
と
ゆ
う
て
き
て
お
り
ま
す
か
ら
、
き
の

ど
く
な
が
ら
あ
な
た
か
ら
手
紙
で
く（

詳

し

く

）

は
し
く
ゆ
う
て
や
っ
て
下
さ
れ
、
四
、
五
月
ま
で

ま
っ
て
く
れ
と
ゆ
う
て
や
っ
て
下
さ
れ
、
お
た
の
み
申
ま
す
、

私
く
し
も
は（

腹

）ら
た
っ
て
な
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
こ
ん
な
兄
を
も
っ
た
い（

因

果

）

ん
が
だ
と
お

も
っ
て
こ
ら
い
て
お
り
ま
す
、
私
の
心
も
さ
っ
し
て
下
さ
れ
、
そ
ん
な
わ
け
で
あ
り
ま

す
ゆ
へ
、
ど
ー
か
そ
ー
ゆ
う
て
や
っ
て
下
さ
れ
、
お
話
の
こ
と
も
四
、
五
月
ま
で
ど
ー

か
お
た
の
み
申
ま
す
、

兄
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
こ（

乞

食

同

然

）

ぢ
き
ど
ー
ぜ
ん
に
ゆ
う
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
ほ
ん
と
の
こ
と

が
一
ツ
も
は（
分
か
り
ま
せ
ん
）

か
り
ま
せ
ん
ゆ
へ
、
あ
な
た
様
か
ら
も
く
わ
し
く
き
い
て
、
四
、
五
月
ま

で
ま
っ
て
く
れ
と
ゆ
う
て
や
っ
て
下
さ
れ
、
お
た
の
み
申
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
三
年
一
月
（
推
定
）、42-9

止
）

初
枝
は
「
こ
ぢ
き
ど
ー
ぜ
ん
」
の
兄
を
恨
め
し
く
思
い
つ
つ
、
し
か
し
、「
こ
ん
な
兄
を

も
っ
た
い（

因

果

）

ん
が
だ
」
と
観
念
し
、
兄
の
無
心
に
こ
た
え
る
た
め
に
住
み
替
え
の
決
意
を
ま
す

ま
す
固
く
す
る
の
だ
っ
た
。

四
　
福
岡
町
へ
の
住
み
替
え

小
原
が
初
枝
に
住
み
替
え
先
と
し
て
福
岡
町
（
富
山
県
西
礪
波
郡
、
現
高
岡
市
）
の
料
理
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屋
を
提
案
し
た
の
は
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
二
月
ご
ろ
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
手
紙
を

受
け
取
っ
た
初
枝
は
、
喜
び
を
隠
せ
な
か
っ
た
が
同
時
に
落
胆
し
た
。
二
月
は
八
尾
の
正
月

で
書
き
入
れ
時
だ
っ
た
。
初
枝
は
、
明
光
楼
に
「
ぎ（
義
理
）り
」
が
あ
り
、
正
月
に
住
み
替
え
る
こ

と
は
「
あ
ん
ま
り
は（

薄

情

）

く
じ
ヨ
う
」
だ
か
ら
、
し
ば
ら
く
待
っ
て
く
れ
る
よ
う
小
原
に
手
紙
を

書
い
た
。
初
枝
は
日
頃
か
ら
楼
主
に
「
ど
ー
あ
っ
て
も
お
っ
て
く
れ
」（42-6

）
と
言
わ
れ

て
い
た
か
ら
、
楼
主
の
頼
み
を
断
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

御
手
紙
た
し
か
に
つ
き
ま
し
た
、
い
ろ
〳
〵
と
ご
や
っ
か
い
お
か
け
申
ま
し
て
か
ん
に

ん
し
て
下
さ
れ
、
つ
い
て
は
私
も
一
日
も
早
く
ゆ
き
た
い
の
は
や
ま
〳
〵
な
れ
ど
、
あ

な
た
様
も
し
っ
て
の
と
ー
り
八
尾
の
正
月
が
き
ま
し
た
し
、
正
月
め
か
け
て
ゆ
く
は（
訳
）け

に
も
ゆ
か
ず
、
ぎ（
義
理
）り
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ん
ま
り
は（

薄

情

）

く
じ
ヨ
う
な
こ
と
し
て
は
す
ま

ん
と
お
も
い
ま
す
か
ら
、
き
の
ど
く
な
が
ら
十
五
、
六
日
ま
で
ま
つ
は
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
か
、
い
か
が
や
ら
、
私
も
こ
ん
な
に
早
く
き
ま
る
と
は
お
も
い
ま
せ
ん
な
ん
だ
、

ど
ー
し
て
三
、
四
月
ご
ろ
で
な
け
ね（
れ
ば
）は
き
ま
ら
ん
と
お
も
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

手
紙
き
ま
し
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
、
私
に
は
誠
に
う
れ
し
い
で
す
け
れ
ど
、
な
に
ゆ
う

て
も
正
月
め
か
け
て
は
い
か
れ
ま
せ
ん
ゆ
へ
、
ど
ー
か
正
月
す（
済
む
）ん
ま
で
ま
っ
て
下
さ

れ
、
お
た
の
み
申
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
三
年
二
月
（
推
定
）、36-12

）

け
っ
き
ょ
く
、
こ
の
と
き
の
住
み
替
え
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
借
金
は
、
質
に

三
〇
円
ほ
ど
、「
こ
ま
か
い
し
や
う
き
ん
」（
売
掛
金
）
が
二
〇
円
ば
か
り
、
そ
の
ほ
か
に
楼

主
に
六
〇
円
ほ
ど
あ
り
、
合
計
一
一
〇
円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
（42-6

）。

し
た
。
そ
し
て
、
兄
・
一
誠
の
承
諾
を
と
り
つ
け
た
。
兄
は
相
変
わ
ら
ず
初
枝
に
無
心
を
つ

づ
け
て
い
た
の
で
（42-9

止
）、
兄
が
初
枝
の
住
み
替
え
に
反
対
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。（

前
略
）
そ
れ
に
つ
き
兄
上
さ
ん
か
ら
あ
ま
り
大
き
ん
な
お
金
を
ゆ
う
て
き
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
、
あ
な
た
様
も
し
っ
て
の
と
ー
り
ど
こ
に
そ
ん
な
に
お
金
が
あ
る
と
お
も
っ
て

い
る
の
か
し
ら
ん
け
れ
ど
、
あ
ま
り
へ
（
ひ
）
ど
い
こ
と
ゆ
う
て
き
て
お
り
ま
す
か
ら
、
き
の

ど
く
な
が
ら
あ
な
た
か
ら
手
紙
で
く（

詳

し

く

）

は
し
く
ゆ
う
て
や
っ
て
下
さ
れ
、
四
、
五
月
ま
で

ま
っ
て
く
れ
と
ゆ
う
て
や
っ
て
下
さ
れ
、
お
た
の
み
申
ま
す
、

私
く
し
も
は（

腹

）ら
た
っ
て
な
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
こ
ん
な
兄
を
も
っ
た
い（

因

果

）

ん
が
だ
と
お

も
っ
て
こ
ら
い
て
お
り
ま
す
、
私
の
心
も
さ
っ
し
て
下
さ
れ
、
そ
ん
な
わ
け
で
あ
り
ま

す
ゆ
へ
、
ど
ー
か
そ
ー
ゆ
う
て
や
っ
て
下
さ
れ
、
お
話
の
こ
と
も
四
、
五
月
ま
で
ど
ー

か
お
た
の
み
申
ま
す
、

兄
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
こ（

乞

食

同

然

）

ぢ
き
ど
ー
ぜ
ん
に
ゆ
う
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
ほ
ん
と
の
こ
と

が
一
ツ
も
は（
分
か
り
ま
せ
ん
）

か
り
ま
せ
ん
ゆ
へ
、
あ
な
た
様
か
ら
も
く
わ
し
く
き
い
て
、
四
、
五
月
ま

で
ま
っ
て
く
れ
と
ゆ
う
て
や
っ
て
下
さ
れ
、
お
た
の
み
申
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
三
年
一
月
（
推
定
）、42-9

止
）

初
枝
は
「
こ
ぢ
き
ど
ー
ぜ
ん
」
の
兄
を
恨
め
し
く
思
い
つ
つ
、
し
か
し
、「
こ
ん
な
兄
を

も
っ
た
い（

因

果

）

ん
が
だ
」
と
観
念
し
、
兄
の
無
心
に
こ
た
え
る
た
め
に
住
み
替
え
の
決
意
を
ま
す

ま
す
固
く
す
る
の
だ
っ
た
。

四
　
福
岡
町
へ
の
住
み
替
え

小
原
が
初
枝
に
住
み
替
え
先
と
し
て
福
岡
町
（
富
山
県
西
礪
波
郡
、
現
高
岡
市
）
の
料
理
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み
替
え
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
姉
の
た
め
に
苦
痛
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
住

み
替
え
に
反
対
し
、
兄
に
「
は（

薄

情

）

く
じ
ヨ
う
」
な
仕
打
ち
を
す
る
姉
よ
り
も
、
自
分
の
望
み
を

か
な
え
て
く
れ
よ
う
と
す
る
小
原
の
ほ
う
が
初
枝
に
は
よ
っ
ぽ
ど
親
身
に
感
じ
ら
れ
た
は
ず

で
あ
る
。

六
　
福
井
へ
の
住
み
替
え

し
か
し
、
福
井
の
貸
座
敷
へ
の
住
み
替
え
も
実
現
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
初
枝
自

身
が
福
井
へ
の
住
み
替
え
を
断
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
次
に
み
る
の
は
、
福
井
の
貸
座
敷
へ

の
住
み
替
え
を
提
案
さ
れ
た
初
枝
が
小
原
に
書
い
た
返
事
で
あ
る
。

先
達
も
御
手
紙
下
さ
れ
誠
に
あ
り
が
と
う
、
就
て
皆
々
様
に
は
お
変
り
も
有
り
ま
せ
ん

か
、
私
事
も
そ（

息

災

）

く
さ
い
で
居
り
ま
す
、
就
て
手
紙
の
事
も
わ
か
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
あ

る
お（

お

客

）

き
く
さ
ん
に
き
い
た
ら
、
福
井
の
ほ
ー
は
店
つ
き
で
お（

お

客

）

き
く
を
し
ぱ
る
と
こ
ろ
だ

そ
う
な
し
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
な
ら
私
も
い
や
で
、
い
く
ら
か（
替
わ
り
た
い
）

は
り
た
い
と
お
も
っ
て
も

そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
け
は
い
や
で
す
よ
、
そ
れ
も
人
の
口
で
す
か
ら
、
く（

詳

し

く

）

は
し
く
き
か
せ

く
だ
さ
れ
、
あ
ま
り
ひ
ど
い
と
こ
ろ
な
ら
は
（
ば
）
い（
嫌
）や
で
す
よ
、
ど
ー
ぞ
そ
の
つ
も
り
で
た

の
み
ま
す
、
私
は
富
山
の
ほ
ー
い
（
に
）
ゆ
き
た
い
と
お
も
っ
て
居
り
ま
す
の
で
す
か
ら
、
あ

ま
り
ひ
ど
い
と
こ
ろ
は
か（

堪

忍

）

ん
に
ん
し
て
く
だ
さ
れ
、
な
り
（
る
）
だ
け
な
ら
芸
妓
で
い
こ
ー
と

お
も
っ
て
居
る
の
で
す
け
れ
ど
、
そ
ん
な
じ（

十

分

）

う
ぶ
ん
（
富
山
県
の
方
言
で
わ
が
ま
ま
の
意

『
日
本
方
言
大
辞
典
』「
十
分
」
項
︶
な
こ
と
ゆ
う
て
も
だ
め
だ
と
お
も
っ
て
居
り
ま
す
か
ら

い（
言
い
ま
せ
ん
）

ま
せ
ん
、
福
井
も
店
つ
き
と
き（
聞
い
て
）

い
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
、
私
も
い
く
ら

う（

落

ち

ぶ

れ

て

も

）

ち
う
れ
て
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
け
は
い
や
で
す
か
ら
よ
ろ
し
く
た
の
み
ま
す
、

し（

借

金

）

や
き
ん
は
み
ん
な
で
二
百
五
拾
円
ほ
ど
あ
り
ま
す
、
た
く
さ
ん
し（

借

金

）

や
き
ん
し
ま
し

た
、
こ
れ
ま
だ
つ（
倹
し
く
し
て
い
る
）

ま
し
て
居
る
の
で
（
だ
）
け
れ
ど
、
こ
れ
だ
け
で
き
ま
す
、
な
に
と
ぞ
く
は

五
　
姉
登
美
枝
と
初
枝

次
に
小
原
が
初
枝
に
提
案
し
た
住
み
替
え
先
は
、
福
井
の
貸
座
敷
だ
っ
た
。
初
枝
は
兄
の

承
諾
だ
け
で
住
み
替
え
よ
う
と
し
た
が
、
母
親
の
承
諾
は
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
。「
お

と
み
さ
ん
に
け
し
て
そ
ー
だ
ん
な
ん
か
し
て
下
さ
れ
る
な
」（36-11

）
と
念
を
押
し
た
が
、

は
た
し
て
姉
・
登
美
枝
は
初
枝
の
住
み
替
え
に
強
く
反
対
し
た
。
登
美
枝
が
反
対
し
た
た
め

か
、
母
親
も
承
諾
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
ん
な
登
美
枝
の
も
と
に
兄
が
無
心
に
訪
れ
た
と
き
、
登
美
枝
は
会
お
う
と
も
し
な
か
っ

た
。
初
枝
は
姉
を
「
は（

薄

情

）

く
じ
ヨ
う
な
人
」
だ
と
責
め
、
呆
れ
て
み
せ
た
。
初
枝
は
、
姉
に
す

げ
な
く
さ
れ
た
兄
に
二
〇
円
を
用
立
て
た
。
ま
た
、
初
枝
が
「
わ
ず
か
三
円
の
お
金
を
か
し

て
く
れ
」
と
頼
ん
だ
と
き
姉
は
返
事
も
し
て
く
れ
な
か
っ
た
（42-8

）。
初
枝
は
、
薄
情
な

姉
に
自
分
の
住
み
替
え
を
と
や
か
く
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
な
い
と
憤
り
、
小
原
に
住
み
替
え

の
話
を
す
す
め
て
ほ
し
い
と
書
き
送
っ
た
。

八
尾
町
に
住
み
替
え
て
一
年
経
っ
た
こ
ろ
、
初
枝
の
追
借
金
は
、
さ
ら
に
増
え
て
一
三
〇

円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
（42-3

）。「
こ
れ
で
い
ら
ん
も
の
は
か（
買
わ
な
い
よ
う
に
）

は
ん
よ
ー
に
し
て
お
る
の

で
す
け
れ
ど
、
ど
ー
し
て
も
し（

借

金

）

や
う
き
ん
つ
き
ま
す
」
と
初
枝
は
嘆
い
た
。
そ
ん
な
と
き
初

枝
は
、
こ
れ
は
「
私
人（
一
人
）り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
だ
れ
で
も
こ
の
と
ー
り
で
す
」
と
、
理
不
尽

な
目
に
あ
っ
て
い
る
の
は
自
分
ひ
と
り
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
で
自
身
を
納
得
さ
せ
て
い

た
。そ

う
し
た
初
枝
に
と
っ
て
住
み
替
え
は
唯
一
の
希
望
で
あ
っ
た
。
そ
の
望
み
を
か
な
え
て

く
れ
る
の
は
周
旋
業
者
し
か
な
か
っ
た
。
外
出
を
制
限
さ
れ
貸
座
敷
の
な
か
で
性
を
売
る
こ

と
を
強
い
ら
れ
て
い
た
彼
女
た
ち
が
住
み
替
え
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
周
旋
業
者
に
頼
る
し

か
手
段
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

他
方
で
、
姉
・
登
美
枝
に
対
し
て
は
、「
こ
れ
も
み
ん
な
お
と
み
さ
ん
が
は（
悪
い
）る
の
で
す
、

お
と
み
さ
ん
の
く
ち
し（

一

つ

）

と
つ
で
こ
ん
な
め
に
あ
い
ま
す
」（23-4

）
と
恨
み
言
を
書
き
、
住
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ば
、
高
浜
か
松
任
か
（
が
）
よ
き
と
の
事
に
候
へ
共
、
松
任
は
余
り
と（
床
ヵ
）こ
の
は
ゲ
し
い
と
こ

ろ
、
又
み
づ
も
な
く
、
よ
る
も
を（

遅

く

）

ろ
く
な
り
ま
す
で
、
い
や
で
あ
り
ま
す
、
又
高
浜
は

輪
島
か
ら
余
り
近
く
て
行
き
度
く
あ
り
ま
せ
ん
、
福
岡
な
れ
ば
、
時
間
も
十
二
時
か
一

時
ま
で
に
す
み
ま
す
る
し
、
行
き
度
く
あ
り
ま
す
か
ら
、
福
岡
へ
御
世
話
致
し
被
下
、

福
岡
に
一
本
松
と
か
云
ふ
家
か
あ
り
ま
す
、
又
橋
本
の
と
な
り
に
牛
ギ
ュ
ー

屋
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
此
二
間
（
軒
）
へ
ど
ち
ら
で
も
御
世
話
被
下
度
た
の
み
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
二
年
（
推
定
）
九
月
一
八
日
付
、35-4-1

）

こ
の
よ
う
に
、
彼
女
た
ち
は
、
住
み
替
え
の
希
望
を
周
旋
業
者
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

と
き
に
は
き
わ
め
て
具
体
的
に
住
み
替
え
先
の
斡
旋
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
、

松
任
町
に
つ
い
て
は
、
初
枝
も
ま
た
、「
ま（

松

任

）

う
と
う
や
小
松
は
、
私
ら
は
と
て
も
つ
と
め
ら

れ
ま
せ
ん
」（19-2

）
と
書
い
て
い
る
。
松
任
町
（
辰
巳
遊
廓
）
が
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
負

担
の
大
き
い
遊
廓
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
住
み
替
え
を
望
む
芸
娼
妓

た
ち
の
あ
い
だ
で
遊
廓
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
合
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
で
は
、
彼
女
た
ち
の
希
望
は
か
な
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
小
原
が
い
の
に
紹
介
し
た
の
は
、
こ
の
手
紙

に
は
書
か
れ
て
い
な
い
石
川
郡
美
川
町
（
南
廓
、
現
白
山
市
）
の
貸
座
敷
で
あ
っ
た
。
小
原

は
、
福
岡
町
の
料
理
屋
を
い
く
つ
か
取
引
先
に
も
っ
て
い
た
が
（
７
）、
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
の
か

そ
も
そ
も
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
い
の
は
、
一
九
一
三
年

（
大
正
二
）
か
ら
一
九
一
四
年
の
短
期
間
に
三
回
住
み
替
え
を
し
、
こ
の
手
紙
で
は
拒
ん
で

い
た
松
任
や
高
浜
の
貸
座
敷
や
料
理
屋
に
抱
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
住
み
替
え
先
は
娼
妓
や
芸
妓
た
ち
の
意
向
だ
け
で

は
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
業
者
側
に
利
益
が
な
け
れ
ば
住
み
替

え
は
困
難
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
の
容
貌
や
年
齢
、
前
借
金
額
の
高
低
、
年
期
の
長

し
く
お
き
か
せ
く
だ
さ
れ
、
た
の
み
ま
す
、
此
の
手
紙
つ（

着

き

次

第

）

く
し
だ
い
返
事
き
か
せ
下
さ

れ
、
た
の
み
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
三
年
（
推
定
）
一
一
月
一
七
日
付
、20-1

）

小
原
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
だ
初
枝
は
、
福
井
の
貸
座
敷
に
つ
い
て
買
春
男
性
に
相
談
し
た

よ
う
だ
。
買
春
男
性
は
初
枝
に
、
福
井
は
「
店
つ
き
で
お（

お

客

）

き
く
を
し
ぱ
る
と
こ
ろ
」
だ
と

言
っ
た
。「
店
つ
き
」
の
意
味
は
不
明
だ
が
、
そ
れ
を
聞
い
た
初
枝
は
、
い
く
ら
住
み
替
え

た
く
て
も
「
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
け
は
い
や
」
だ
と
思
っ
た
。
初
枝
は
、
芸
妓
で
は
な
く
娼
妓

で
い
る
こ
と
が
よ
り
惨
め
だ
と
思
っ
て
い
た
。「
こ
ん
ど
は
な
り
（
る
）
だ
け
な
ら
芸
妓
で
や
っ
て

ほ
し
い
」（10-1

）
と
も
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ま
さ
ら
そ
ん
な
わ
が
ま
ま
は
言
え
な

い
。
そ
れ
で
も
初
枝
は
、
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
ど
ん
な
に
惨
め
で
も
我
慢
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
と
訴
え
た
。
そ
し
て
、
富
山
の
貸
座
敷
（
東
あ
ず
ま

新
地
ヵ
）
に
行
き
た
い
と
い
う

希
望
を
伝
え
た
。
借
金
は
、
二
五
〇
円
に
膨
ら
ん
で
い
た
。

七
　
住
み
替
え
と
娼
妓
の
「
意
思
」

じ
つ
は
、
住
み
替
え
を
望
む
芸
娼
妓
た
ち
が
自
身
の
要
望
を
具
体
的
に
小
原
に
伝
え
る
例

は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
石
川
県
鳳
至
郡
輪
島
町
（
現
輪
島
市
）
出
身
の
い
の
4

4

は
、
松
任
町
（
石
川
県
石
川
郡
の
辰
巳
遊
廓
）
は
身
体
に
負
担
が
大
き
い
の
で
嫌
だ
と
い

い
、
高
浜
（
石
川
県
羽
咋
郡
）
は
出
身
地
の
輪
島
に
あ
ま
り
に
近
い
の
で
行
き
た
く
な
く
、

福
岡
（
富
山
県
西
礪
波
郡
）
な
ら
ば
営
業
時
間
も
短
く
て
済
む
と
し
て
、
具
体
的
な
店
ま
で

指
定
し
て
希
望
を
伝
え
た
。
次
の
史
料
は
、
い
の
が
福
岡
へ
の
住
み
替
え
を
希
望
し
て
小
原

に
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
。

拝
啓
、
只
今
御
手
紙
被
下
、
あ（

有

難

く

）

り
か
た
く
、
正
ニ
拝
見
致
し
ま
し
た
、
御
手
紙
ニ
よ
れ
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ば
、
高
浜
か
松
任
か
（
が
）
よ
き
と
の
事
に
候
へ
共
、
松
任
は
余
り
と（
床
ヵ
）こ
の
は
ゲ
し
い
と
こ

ろ
、
又
み
づ
も
な
く
、
よ
る
も
を（

遅

く

）

ろ
く
な
り
ま
す
で
、
い
や
で
あ
り
ま
す
、
又
高
浜
は

輪
島
か
ら
余
り
近
く
て
行
き
度
く
あ
り
ま
せ
ん
、
福
岡
な
れ
ば
、
時
間
も
十
二
時
か
一

時
ま
で
に
す
み
ま
す
る
し
、
行
き
度
く
あ
り
ま
す
か
ら
、
福
岡
へ
御
世
話
致
し
被
下
、

福
岡
に
一
本
松
と
か
云
ふ
家
か
あ
り
ま
す
、
又
橋
本
の
と
な
り
に
牛
ギ
ュ
ー

屋
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
此
二
間
（
軒
）
へ
ど
ち
ら
で
も
御
世
話
被
下
度
た
の
み
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
二
年
（
推
定
）
九
月
一
八
日
付
、35-4-1

）

こ
の
よ
う
に
、
彼
女
た
ち
は
、
住
み
替
え
の
希
望
を
周
旋
業
者
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

と
き
に
は
き
わ
め
て
具
体
的
に
住
み
替
え
先
の
斡
旋
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
、

松
任
町
に
つ
い
て
は
、
初
枝
も
ま
た
、「
ま（

松

任

）

う
と
う
や
小
松
は
、
私
ら
は
と
て
も
つ
と
め
ら

れ
ま
せ
ん
」（19-2

）
と
書
い
て
い
る
。
松
任
町
（
辰
巳
遊
廓
）
が
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
負

担
の
大
き
い
遊
廓
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
住
み
替
え
を
望
む
芸
娼
妓

た
ち
の
あ
い
だ
で
遊
廓
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
合
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
で
は
、
彼
女
た
ち
の
希
望
は
か
な
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
小
原
が
い
の
に
紹
介
し
た
の
は
、
こ
の
手
紙

に
は
書
か
れ
て
い
な
い
石
川
郡
美
川
町
（
南
廓
、
現
白
山
市
）
の
貸
座
敷
で
あ
っ
た
。
小
原

は
、
福
岡
町
の
料
理
屋
を
い
く
つ
か
取
引
先
に
も
っ
て
い
た
が
（
７
）、
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
の
か

そ
も
そ
も
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
い
の
は
、
一
九
一
三
年

（
大
正
二
）
か
ら
一
九
一
四
年
の
短
期
間
に
三
回
住
み
替
え
を
し
、
こ
の
手
紙
で
は
拒
ん
で

い
た
松
任
や
高
浜
の
貸
座
敷
や
料
理
屋
に
抱
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
住
み
替
え
先
は
娼
妓
や
芸
妓
た
ち
の
意
向
だ
け
で

は
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
業
者
側
に
利
益
が
な
け
れ
ば
住
み
替

え
は
困
難
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
の
容
貌
や
年
齢
、
前
借
金
額
の
高
低
、
年
期
の
長

し
く
お
き
か
せ
く
だ
さ
れ
、
た
の
み
ま
す
、
此
の
手
紙
つ（

着

き

次

第

）

く
し
だ
い
返
事
き
か
せ
下
さ

れ
、
た
の
み
ま
す
（
後
略
）

 

（
一
九
一
三
年
（
推
定
）
一
一
月
一
七
日
付
、20-1

）

小
原
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
だ
初
枝
は
、
福
井
の
貸
座
敷
に
つ
い
て
買
春
男
性
に
相
談
し
た

よ
う
だ
。
買
春
男
性
は
初
枝
に
、
福
井
は
「
店
つ
き
で
お（

お

客

）

き
く
を
し
ぱ
る
と
こ
ろ
」
だ
と

言
っ
た
。「
店
つ
き
」
の
意
味
は
不
明
だ
が
、
そ
れ
を
聞
い
た
初
枝
は
、
い
く
ら
住
み
替
え

た
く
て
も
「
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
け
は
い
や
」
だ
と
思
っ
た
。
初
枝
は
、
芸
妓
で
は
な
く
娼
妓

で
い
る
こ
と
が
よ
り
惨
め
だ
と
思
っ
て
い
た
。「
こ
ん
ど
は
な
り
（
る
）
だ
け
な
ら
芸
妓
で
や
っ
て

ほ
し
い
」（10-1

）
と
も
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ま
さ
ら
そ
ん
な
わ
が
ま
ま
は
言
え
な

い
。
そ
れ
で
も
初
枝
は
、
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
ど
ん
な
に
惨
め
で
も
我
慢
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
と
訴
え
た
。
そ
し
て
、
富
山
の
貸
座
敷
（
東
あ
ず
ま

新
地
ヵ
）
に
行
き
た
い
と
い
う

希
望
を
伝
え
た
。
借
金
は
、
二
五
〇
円
に
膨
ら
ん
で
い
た
。

七
　
住
み
替
え
と
娼
妓
の
「
意
思
」

じ
つ
は
、
住
み
替
え
を
望
む
芸
娼
妓
た
ち
が
自
身
の
要
望
を
具
体
的
に
小
原
に
伝
え
る
例

は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
石
川
県
鳳
至
郡
輪
島
町
（
現
輪
島
市
）
出
身
の
い
の
4

4

は
、
松
任
町
（
石
川
県
石
川
郡
の
辰
巳
遊
廓
）
は
身
体
に
負
担
が
大
き
い
の
で
嫌
だ
と
い

い
、
高
浜
（
石
川
県
羽
咋
郡
）
は
出
身
地
の
輪
島
に
あ
ま
り
に
近
い
の
で
行
き
た
く
な
く
、

福
岡
（
富
山
県
西
礪
波
郡
）
な
ら
ば
営
業
時
間
も
短
く
て
済
む
と
し
て
、
具
体
的
な
店
ま
で

指
定
し
て
希
望
を
伝
え
た
。
次
の
史
料
は
、
い
の
が
福
岡
へ
の
住
み
替
え
を
希
望
し
て
小
原

に
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
。

拝
啓
、
只
今
御
手
紙
被
下
、
あ（

有

難

く

）

り
か
た
く
、
正
ニ
拝
見
致
し
ま
し
た
、
御
手
紙
ニ
よ
れ
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一
九
一
四
年
一
〇
月
ご
ろ
の
手
紙
に
は
、「
こ
ち
ら
い
（
に
）
き
て
か
ら
と
ゆ
も
の
は
、
い
ま
だ

う（

運

）ん
の
よ
い
こ
と
も
一
度
な
く
、
毎
日
な
（
泣
）
い
て
勤
め
て
お
る
」（43-7-2

）
と
書
い
て
い

る
。
年
期
明
け
（
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
五
月
）
ま
で
一
年
ほ
ど
と
な
っ
た
た
め
、
住
み

替
え
を
諦
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
八
月
一
三
日
か
ら
翌
一
四
日
未
明
に
か
け
て
の
暴
風
雨
は
、
八

尾
町
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
死
者
は
一
六
七
人
に
上
っ
た
﹇
続
八
尾
町
史
編
纂
委
員
会
　

一
九
七
三
﹈。
明
光
楼
に
は
直
接
の
被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
遊
廓
は
不
景
気
と
な
っ

た
。
表
３
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
四
年
は
遊
客
数
も
遊
興
額
も
落
ち
込
ん
だ
。

以
前
は
初
枝
を
引
き
留
め
て
い
た
楼
主
も
、
嫌
な
ら
い
つ
住
み
替
え
て
も
ら
っ
て
も
か
ま

わ
な
い
と
放
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
初
枝
は
、「
そ
の
た
め
皆
が
ど（
ど
う
す
れ
ば
い
い
や
ら
）

ー
し
れ
は
い
や
ら
、

毎
日
し（

一

方

）

と
か
た
の
心
配
で
あ
り
ま
せ
ん
、
な
に
ゆ
う
て
も
此
の
頃
た
く
さ
ん
子
供
（
娼
妓
）

が
あ（

遊

ん

で

）

す
ん
で
居
る
の
で
す
か
ら
、
き（
気
の
毒
）

の
ど
な
こ
と
は
申
に
お
よ
び
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
私
ら
も

ど
ー
も
こ
ー
も
で
き
ん
」（41-1

）
と
、
不
安
で
や
り
き
れ
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

そ
の
間
も
初
枝
の
借
金
は
膨
ら
み
続
け
た
。
八
尾
町
で
は
九
月
が
決
算
期
だ
が
、「
太
物
や

小
間
物
屋
た
く
さ
ん
の
し（

借

金

）

や
き
ん
」
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
払
い
の
目
処
は
た
っ
て
い

さ
、
所
得
配
分
、
芸
妓
で
あ
る
な
ら
技
芸
の
巧
拙
な
ど
の
諸
条
件
が
折
り
合
わ
な
け
れ
ば
住

み
替
え
は
で
き
な
い
﹇
草
間
　
一
九
九
二
﹈。
む
し
ろ
優
先
さ
れ
た
の
は
、
芸
娼
妓
の
希
望

よ
り
も
業
者
の
利
益
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
（
８
）。

初
枝
の
場
合
は
ど
う
か
。
福
井
へ
の
住
み
替
え
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
初
枝
が
そ
れ

を
拒
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
業
者
の
言
い
な
り
で
は
な
く
、
買
春
男
性
や
朋
輩
か
ら
情
報
を
得

て
、
望
ま
な
い
住
み
替
え
先
を
拒
否
し
た
初
枝
の
行
動
は
、
生
き
抜
く
た
め
の
娼
妓
の
主
体

的
な
営
為
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
を
、
初
枝
と
小
原
の
あ
い
だ
の
対
等
な
交
渉
の
結
果
と
み
る
べ
き
で
は
な

い
。
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
小
原
は
ど
う
や
ら
住
み
替
え
先
（
た
と
え
ば
福
井
の
貸
座
敷
と

い
う
よ
う
に
）
は
伝
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
貸
座
敷
が
ど
の
よ
う
な
待
遇
で
あ
る
の
か
は

伝
え
て
お
ら
ず
、「
店
つ
き
」
だ
と
か
「
お（

お

客

）

き
く
を
し
ぱ
る
」
で
あ
る
と
か
肝
心
な
情
報
を

初
枝
が
買
春
男
性
か
ら
得
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
初
枝
が
住
み
替

え
を
強
く
望
ん
だ
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
明
光
楼
が
「
お
き
く
さ
ん
を
し
ぱ
ら
ね
は
（
ば
）
な
ら
ん
」

（63-13

）
か
ら
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
原
は
、「
お
き
く
を
し
ぱ
る
」
福
井
の
貸

座
敷
を
提
案
し
た
。
た
し
か
に
、
小
原
が
福
井
の
貸
座
敷
の
実
態
を
承
知
し
て
い
な
か
っ
た

可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
に
は
、
初
枝
を
周
旋
す
る

以
前
に
、
福
井
の
貸
座
敷
へ
の
紹
介
実
績
が
少
な
く
と
も
五
件
あ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
れ

ば
、
小
原
は
実
態
を
十
分
に
知
り
う
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
不
利
な
情
報
を
隠
し
て
斡
旋
し

よ
う
と
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

八
　
娼
妓
と
周
旋
業
者
の
関
係

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
四
月
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
手
紙
で
初
枝
は
、
八
尾
町
で
年
期
明
け

ま
で
稼
業
を
続
け
る
決
心
を
小
原
に
伝
え
た
（18-5

）。
も
ち
ろ
ん
、
事
態
が
好
転
し
た
か

ら
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
か
ら
み
る
よ
う
に
状
況
は
む
し
ろ
悪
化
し
て
い
た
。

表３　  八尾町（鏡町遊廓）における
遊客数・遊興額の推移

年 遊客人員 遊興額

1902 6,172 7,747.78 

1903 6,492 6,998.53 

1904 8,113 6,595.28 

1905 7,349 7,126.03 

1906 6,821 7,345.51 

1907 8,684 8,094.16 

1908 7,549 7,249.89 

1909 6,108 6,622.21 

1910 5,423 6,473.17 

1911 5,447 7,974.81 

1912 4,215 6,127.76 

1913 4,176 7,563.38 

1914 3,844 5,857.56 

1915 3,861 4,635.90 

1916 3,884 5,141.79 

1917 5,199 7,494.08 

1918 6,340 7,726.00 

1919 6,115 11,614.00 

1920 5,455 13,203.00 
注）「富山県統計書」各年版より作成。

（円）
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手
紙
に
は
「
私
か
ら
お（

お

返

し

）

か
い
し
致
し
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
音
羽
が
小
原

の
借
金
を
踏
み
倒
す
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
別
の
手
紙
で
も
「
あ
な
た

様
の
お
金
は
か
な
ら
ず
心
配
し
て
下
さ
れ
る
な
、
私
が
い
の
ち
に
か（

代

え

て

も

）

い
っ
て
も
か（

ら

脱

）

な
ず
お
か

い
し
致
し
ま
す
か
ら
、
案
事
て
下
さ
れ
る
な
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
（43-7-2

）。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
初
枝
が
、
小
原
の
「
お（
恩
）ん
は
一
日
も
は（
忘
れ
ま
せ
ん
）

れ
ま
せ
ん
」
と
書
い
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
初
枝
は
小
原
に
強
い
恩
義
を
感
じ
て
い
た
。
初
枝
や
姉
妹
が
娼
妓
・
芸

妓
に
身
売
り
し
た
の
は
、
稼
ぎ
主
で
あ
る
父
親
を
失
っ
た
一
家
の
経
済
的
困
窮
が
背
景
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
。
初
枝
に
と
っ
て
小
原
は
、
姉
妹
を
芸
娼
妓
に
斡
旋
し
、
と
き
に
は
金
を

融
通
す
る
こ
と
で
「
家
」
や
自
身
の
危
機
を
救
っ
て
く
れ
た
と
映
っ
て
い
た
。
の
み
な
ら

ず
、
兄
を
二
階
に
住
ま
わ
せ
、
き
ょ
う
だ
い
や
家
族
の
問
題
に
深
く
関
わ
る
小
原
を
し
き
り

と
頼
み
に
し
て
い
た
。
初
枝
が
小
原
に
抱
い
て
い
た
恩
義
は
、「
家
」
の
犠
牲
と
な
り
前
借

金
で
拘
束
さ
れ
て
性
を
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、「
ほ
し
い
も
の
も
か（
買
わ
ず
に
）

は
す
に
居
り

ま
す
け
れ
ど
」（43-2-3

止
）
借
金
が
か
さ
ん
で
い
く
と
い
っ
た
搾
取
の
仕
組
み
を
不
当
な

も
の
で
あ
る
と
初
枝
自
身
が
自
覚
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
た
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
明
光
楼
を
紹
介
し
初
枝
を
苦
境
に
追
い
や
っ
た
の
は
、
小
原
で
あ
る
。
し
か

し
初
枝
は
、
明
光
楼
へ
住
み
替
え
た
こ
と
を
、「
な
ん
で
こ（
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
）

ん
と
こ
い
き
た
や
ら
、
誠
に
う

ん
が
わ
る
く
っ
て
こ
ま
り
ま
す
」（63-13

）
と
、
運
が
悪
か
っ
た
と
考
え
て
い
た
。
初
枝

は
、
劣
悪
な
待
遇
を
嘆
き
、
借
金
が
膨
ら
み
続
け
る
こ
と
へ
の
不
安
を
吐
露
し
、
理
不
尽
な

兄
や
薄
情
な
姉
妹
に
憤
る
が
、
紹
介
先
が
以
前
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
に
劣
悪
で
あ
っ
た
こ
と

で
小
原
を
責
め
な
か
っ
た
。

小
原
に
つ
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
初
枝
が
住
み
替
え
を
し
て
も
し
な
く
て
も
、
小
原
は
確

実
に
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
小
原
は
、
初
枝
の
住
み
替
え

が
実
現
す
れ
ば
、
紹
介
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
方
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
所
得
の
配

分
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
「
年
期
制
」
の
も
と
で
初
枝
が
追
借
金
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
か
っ
た
。
着
物
の
ほ
と
ん
ど
は
す
で
に
質
入
れ
し
て
し
ま
っ
て
い
た
し
、
楼
主
は
い
く
ら

頼
ん
で
も
追
借
金
に
応
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

困
っ
た
初
枝
は
、
妹
の
音
羽
に
二
〇
円
の
借
金
を
申
し
込
ん
だ
（43-7-2

）。
音
羽
は
、

自
分
が
住
み
替
え
を
し
て
一
〇
円
を
送
る
と
言
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
音
信
が
途
絶
え
た
。

初
枝
は
、
音
羽
は
「
は（

薄

情

）

く
じ
ヨ
う
」
だ
と
妹
の
不
実
を
詰
っ
た
。
住
み
替
え
が
、
前
借
金
や

年
期
を
増
し
、
自
ら
を
苦
し
め
る
こ
と
は
初
枝
自
身
が
よ
く
分
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

初
枝
は
、
妹
の
苦
境
を
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
。

一
九
一
四
年
一
〇
月
ご
ろ
、
音
羽
が
松
任
町
に
住
み
替
え
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
が
、
初
枝
は
そ
れ
を
小
原
を
介
し
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
音
羽
が
初
枝
に
伝
え
な

か
っ
た
の
は
、
初
枝
の
無
心
を
警
戒
し
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
家
族
や
姉
妹
へ
の
恨
み
が

ま
し
い
気
持
ち
を
抱
く
初
枝
は
、
小
原
へ
の
依
存
を
強
め
て
い
っ
た
。

（
前
欠
）
八
尾
も
水（
水
が
引
い
て
）

か
へ
い
て
か
ら
、
し（

商

売

）

ば
い
が
ひ
ま
で
ど
ー
も
な
り
ま
せ
ん
、
私
も

し（
質
）ち
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
に
こ
ま
っ
て
居
り
ま
す
、
主
人
様
へ
は
と
て
も
き
の
ど
く

で
ゆ
は
れ
ず
し
て
、
内
へ
た
の
ん
だ
け
れ
ど
き
い
て
も
く
れ
ず
、
ほ
ん
と
に
は（

薄

情

）

く
じ
な

人
ら
で
す
、
こ
ん
ど
も
妹
が
か（
替
わ
っ
て
）

は
っ
て
も
私
の
と
こ
い
（
に
）
は
今
だ
に
し（
知
ら
せ
て
）

ら
し
て
き
ま
せ

ん
、
そ
ん
な
人
ら
で
す
か
ら
、
ゆ（

マ

マ

）

は
し
と
お
い
て
下
さ
れ
、
私
か
ら
お（

お

返

し

）

か
い
し
致
し
ま

す
か
ら
、
か
な
ら
ず
心
配
し
て
下
さ
れ
る
な
、
あ
な
た
様
の
お（

恩

）ん
は
一
日
も

は（
忘
れ
ま
せ
ん
）

れ
ま
せ
ん
、
私
も
（
年
期
が
残
り
）
一
年
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
又
あ
な
た

様
の
や（

厄

介

）

っ
か
い
に
な
っ
て
い
か
ね
は
（
ば
）
な
り
ま
せ
ん
、
か
な
ら
ず
心
配
し
て
下
さ
れ
る

な
、
妹
は
松
任
へ
な
ん
年
ほ
ど
い
き
ま
し
た
か
ご
ぞ
ん
じ
有
り
ま
せ
ん
か
、
い
つ
ご
ろ

か（
替
わ
っ
て
）

は
っ
て
い
き
ま
し
た
か
、
き
の
ど
く
な
が
ら
は
が
き
で
一
寸
お
し
ら
せ
下
、
た
の
み

ま
す
（
後
略
）

 

（
一
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手
紙
に
は
「
私
か
ら
お（

お

返

し

）

か
い
し
致
し
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
音
羽
が
小
原

の
借
金
を
踏
み
倒
す
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
別
の
手
紙
で
も
「
あ
な
た

様
の
お
金
は
か
な
ら
ず
心
配
し
て
下
さ
れ
る
な
、
私
が
い
の
ち
に
か（

代

え

て

も

）

い
っ
て
も
か（

ら

脱

）

な
ず
お
か

い
し
致
し
ま
す
か
ら
、
案
事
て
下
さ
れ
る
な
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
（43-7-2

）。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
初
枝
が
、
小
原
の
「
お（
恩
）ん
は
一
日
も
は（
忘
れ
ま
せ
ん
）

れ
ま
せ
ん
」
と
書
い
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
初
枝
は
小
原
に
強
い
恩
義
を
感
じ
て
い
た
。
初
枝
や
姉
妹
が
娼
妓
・
芸

妓
に
身
売
り
し
た
の
は
、
稼
ぎ
主
で
あ
る
父
親
を
失
っ
た
一
家
の
経
済
的
困
窮
が
背
景
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
。
初
枝
に
と
っ
て
小
原
は
、
姉
妹
を
芸
娼
妓
に
斡
旋
し
、
と
き
に
は
金
を

融
通
す
る
こ
と
で
「
家
」
や
自
身
の
危
機
を
救
っ
て
く
れ
た
と
映
っ
て
い
た
。
の
み
な
ら

ず
、
兄
を
二
階
に
住
ま
わ
せ
、
き
ょ
う
だ
い
や
家
族
の
問
題
に
深
く
関
わ
る
小
原
を
し
き
り

と
頼
み
に
し
て
い
た
。
初
枝
が
小
原
に
抱
い
て
い
た
恩
義
は
、「
家
」
の
犠
牲
と
な
り
前
借

金
で
拘
束
さ
れ
て
性
を
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、「
ほ
し
い
も
の
も
か（
買
わ
ず
に
）

は
す
に
居
り

ま
す
け
れ
ど
」（43-2-3

止
）
借
金
が
か
さ
ん
で
い
く
と
い
っ
た
搾
取
の
仕
組
み
を
不
当
な

も
の
で
あ
る
と
初
枝
自
身
が
自
覚
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
た
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
明
光
楼
を
紹
介
し
初
枝
を
苦
境
に
追
い
や
っ
た
の
は
、
小
原
で
あ
る
。
し
か

し
初
枝
は
、
明
光
楼
へ
住
み
替
え
た
こ
と
を
、「
な
ん
で
こ（
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
）

ん
と
こ
い
き
た
や
ら
、
誠
に
う

ん
が
わ
る
く
っ
て
こ
ま
り
ま
す
」（63-13

）
と
、
運
が
悪
か
っ
た
と
考
え
て
い
た
。
初
枝

は
、
劣
悪
な
待
遇
を
嘆
き
、
借
金
が
膨
ら
み
続
け
る
こ
と
へ
の
不
安
を
吐
露
し
、
理
不
尽
な

兄
や
薄
情
な
姉
妹
に
憤
る
が
、
紹
介
先
が
以
前
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
に
劣
悪
で
あ
っ
た
こ
と

で
小
原
を
責
め
な
か
っ
た
。

小
原
に
つ
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
初
枝
が
住
み
替
え
を
し
て
も
し
な
く
て
も
、
小
原
は
確

実
に
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
小
原
は
、
初
枝
の
住
み
替
え

が
実
現
す
れ
ば
、
紹
介
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
方
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
所
得
の
配

分
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
「
年
期
制
」
の
も
と
で
初
枝
が
追
借
金
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
か
っ
た
。
着
物
の
ほ
と
ん
ど
は
す
で
に
質
入
れ
し
て
し
ま
っ
て
い
た
し
、
楼
主
は
い
く
ら

頼
ん
で
も
追
借
金
に
応
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

困
っ
た
初
枝
は
、
妹
の
音
羽
に
二
〇
円
の
借
金
を
申
し
込
ん
だ
（43-7-2

）。
音
羽
は
、

自
分
が
住
み
替
え
を
し
て
一
〇
円
を
送
る
と
言
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
音
信
が
途
絶
え
た
。

初
枝
は
、
音
羽
は
「
は（

薄

情

）

く
じ
ヨ
う
」
だ
と
妹
の
不
実
を
詰
っ
た
。
住
み
替
え
が
、
前
借
金
や

年
期
を
増
し
、
自
ら
を
苦
し
め
る
こ
と
は
初
枝
自
身
が
よ
く
分
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

初
枝
は
、
妹
の
苦
境
を
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
。

一
九
一
四
年
一
〇
月
ご
ろ
、
音
羽
が
松
任
町
に
住
み
替
え
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
が
、
初
枝
は
そ
れ
を
小
原
を
介
し
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
音
羽
が
初
枝
に
伝
え
な

か
っ
た
の
は
、
初
枝
の
無
心
を
警
戒
し
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
家
族
や
姉
妹
へ
の
恨
み
が

ま
し
い
気
持
ち
を
抱
く
初
枝
は
、
小
原
へ
の
依
存
を
強
め
て
い
っ
た
。

（
前
欠
）
八
尾
も
水（
水
が
引
い
て
）

か
へ
い
て
か
ら
、
し（

商

売

）

ば
い
が
ひ
ま
で
ど
ー
も
な
り
ま
せ
ん
、
私
も

し（
質
）ち
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
に
こ
ま
っ
て
居
り
ま
す
、
主
人
様
へ
は
と
て
も
き
の
ど
く

で
ゆ
は
れ
ず
し
て
、
内
へ
た
の
ん
だ
け
れ
ど
き
い
て
も
く
れ
ず
、
ほ
ん
と
に
は（

薄

情

）

く
じ
な

人
ら
で
す
、
こ
ん
ど
も
妹
が
か（
替
わ
っ
て
）

は
っ
て
も
私
の
と
こ
い
（
に
）
は
今
だ
に
し（
知
ら
せ
て
）

ら
し
て
き
ま
せ

ん
、
そ
ん
な
人
ら
で
す
か
ら
、
ゆ（

マ

マ

）

は
し
と
お
い
て
下
さ
れ
、
私
か
ら
お（

お

返

し

）

か
い
し
致
し
ま

す
か
ら
、
か
な
ら
ず
心
配
し
て
下
さ
れ
る
な
、
あ
な
た
様
の
お（

恩

）ん
は
一
日
も

は（
忘
れ
ま
せ
ん
）

れ
ま
せ
ん
、
私
も
（
年
期
が
残
り
）
一
年
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
又
あ
な
た

様
の
や（

厄

介

）

っ
か
い
に
な
っ
て
い
か
ね
は
（
ば
）
な
り
ま
せ
ん
、
か
な
ら
ず
心
配
し
て
下
さ
れ
る

な
、
妹
は
松
任
へ
な
ん
年
ほ
ど
い
き
ま
し
た
か
ご
ぞ
ん
じ
有
り
ま
せ
ん
か
、
い
つ
ご
ろ

か（
替
わ
っ
て
）

は
っ
て
い
き
ま
し
た
か
、
き
の
ど
く
な
が
ら
は
が
き
で
一
寸
お
し
ら
せ
下
、
た
の
み

ま
す
（
後
略
）
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初
枝
は
ま
た
、
兄
や
楼
主
に
過
剰
に
同
調
し
て
い
た
。
兄
の
身
勝
手
に
は
憤
り
な
が
ら
も

初
枝
が
け
っ
き
ょ
く
兄
の
無
心
に
応
じ
た
の
は
、「
こ
ん
な
兄
を
も
っ
た
い（

因

果

）

ん
が
だ
」
と
い

う
諦
念
か
ら
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
兄
の
無
心
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
姉
を
薄
情
だ
と
責

め
、
兄
の
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
住
み
替
え
を
望
ん
だ
。
住
み
替
え
を
切
望
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
み
替
え
先
を
紹
介
さ
れ
た
の
が
書
き
入
れ
時
の
正
月
だ
っ
た
と
き
、

初
枝
は
、
楼
主
へ
の
「
義
理
」
か
ら
正
月
に
住
み
替
え
る
こ
と
は
「
あ
ん
ま
り

は（

薄

情

）

く
じ
ヨ
う
」
だ
と
い
う
理
由
で
あ
き
ら
め
た
。

借
金
に
対
し
て
は
、「
私
人（
一
人
）り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
だ
れ
で
も
こ
の
と
ー
り
で
す
」（42-

3

）
と
思
う
こ
と
で
納
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
年
期
中
に
所
得
の
配
分
が
お
こ
な
わ
れ

ず
、「
い
ら
ん
も
の
は
か（
買
わ
な
い
よ
う
に
）

わ
ん
よ
ー
に
し
て
お
る
」（42-3

）
に
も
か
か
わ
ら
ず
借
金
が
膨

ら
み
続
け
る
搾
取
の
仕
組
み
自
体
に
疑
問
を
抱
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
る
所
、
初
枝
の

苦
痛
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
近
代
公
娼
制
度
の
仕
組
み
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
初
枝
は
、

住
み
替
え
先
の
環
境
が
劣
悪
だ
っ
た
こ
と
を
運
の
せ
い
に
し
、
十
分
に
稼
げ
な
い
こ
と
を
兄

に
も
楼
主
に
も
申
し
訳
な
く
思
い
、「
か（

甲

斐

性

）

い
し
ヨ
う
」
が
な
い
自
分
を
責
め
た
。

住
み
替
え
に
し
か
活
路
を
見
出
だ
せ
な
い
初
枝
は
、
ま
ま
な
ら
な
い
境
遇
に
留
め
置
か
れ

て
い
る
の
は
住
み
替
え
に
反
対
す
る
母
や
姉
の
せ
い
だ
と
し
、
借
金
に
応
じ
て
く
れ
な
い
姉

妹
に
憤
る
う
ち
に
、
味
方
は
小
原
だ
け
だ
と
思
い
込
ま
さ
れ
て
い
っ
た
。
初
枝
を
苦
境
に
追

い
や
り
、
初
枝
が
稼
業
を
続
け
る
こ
と
で
確
実
に
利
益
を
あ
げ
て
い
た
の
が
小
原
だ
っ
た

が
、
初
枝
は
小
原
に
「
恩
義
」
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
初
枝
が
小
原
を
責
め
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
手
紙
か
ら
は
初
枝
が
小
原
へ
の
依
存
を
深
め
て
い
く
よ
う
す

が
う
か
が
え
た
。

以
上
の
よ
う
な
意
識
を
、
当
時
の
多
く
の
芸
娼
妓
た
ち
が
内
面
化
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

自
由
廃
業
を
し
た
り
ス
ト
ラ
イ
キ
を
お
こ
し
た
り
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
自
由
廃
業
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
に
は
、
自
身
が
搾
取
さ
れ
た
り
不
当
な
取
り
扱
い

の
は
明
ら
か
だ
っ
た
の
で
、
小
原
は
初
枝
が
住
み
替
え
な
く
て
も
初
枝
に
金
を
貸
し
付
け
る

こ
と
で
利
益
を
見
込
め
た
。
初
枝
が
恩
義
を
感
じ
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
小
原
は
、
こ
う

し
た
搾
取
の
実
態
を
隠
蔽
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
初
枝
は
そ
の
後
、
金
沢
市
石
坂
町
の
貸
座
敷
に
抱
え
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
八
尾
町
で
の
年
期
は
終
え
た
が
、
か
さ
み
続
け
た
追
借
金
ま
で
は
返
済
で
き
な

か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
兄
の
無
心
も
続
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
初
枝
は

三
た
び
娼
妓
に
身
売
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
、
初
枝
の
住
み
替
え
を
め
ぐ
る
権
力
関
係
や
社

会
的
背
景
の
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く
。
み
て
き
た
よ
う
に
初
枝
は
、
劣
悪
な
環
境
で
性
を
売

ら
さ
れ
る
現
状
を
脱
却
す
る
た
め
に
住
み
替
え
を
強
く
望
ん
で
周
旋
業
者
に
手
紙
を
書
い

た
。
そ
の
過
程
で
、
と
き
に
は
、
意
に
染
ま
な
い
住
み
替
え
先
を
拒
否
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
こ
こ
に
、
よ
り
「
マ
シ
」
な
環
境
を
目
指
し
て
努
力
す
る
初
枝
の
主
体
的
営
為
を
み
て

と
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
で
、
娼
妓
で
あ
る
初
枝
が
周
旋
業
者
の
小
原
と
対
等
に
交
渉
で
き
る

立
場
に
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
小
原
は
業
者
に
と
っ
て
不
利
な
情
報
を
初
枝
に

伝
え
な
か
っ
た
し
、
初
枝
の
強
い
望
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
け
っ
き
ょ
く
住
み
替
え
は
実
現
し

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
周
旋
業
者
や
貸
座
敷
業
者
に
利
益
が
な
け
れ

ば
、
住
み
替
え
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
た
と
え
実
現
し
た
と
し
て
も
、
芸
娼
妓

に
と
っ
て
み
れ
ば
住
み
替
え
は
し
ば
し
ば
前
借
金
を
増
や
し
、
年
期
を
延
長
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
も
、（
初
枝
が
住
み
替
え
た
鏡
町
遊
廓
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
）
住
み
替

え
た
先
の
環
境
が
良
く
な
る
保
証
は
な
か
っ
た
。
業
者
に
圧
倒
的
に
有
利
な
状
況
の
も
と
で

初
枝
は
、
住
み
替
え
に
望
み
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
福
岡
県
（
一
部
を
除
く
）、

大
分
県
で
あ
る
。
前
借
金
の
精
算
方
法
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
今
後
一

次
史
料
を
用
い
て
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
５
） 『
全
国
遊
廓
案
内
』（
一
九
三
〇
年
）
に
は
、
石
川
県
・
福
井
県
・
富
山
県
で
は
娼
妓

の
数
が
年
々
減
少
し
、
芸
妓
の
数
が
増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
芸
妓
の
低
価
格
化
が

進
ん
だ
た
め
で
「
事
実
上
に
於
て
は
娼
妓
と
何
等
変
る
所
は
無
い
」
と
あ
る
。「
芸

娼
妓
紹
介
簿
」
で
は
、
住
み
替
え
で
娼
妓
と
芸
妓
を
行
き
来
す
る
場
合
が
あ
り
、
両

者
の
境
界
は
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
６
） 

小
原
文
書
に
は
、
芸
娼
妓
か
ら
の
受
け
取
り
利
子
な
ど
を
書
き
上
げ
た
一
九
一
二
年

（
明
治
四
五
）
一
月
〜
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
一
月
の
「
金
銭
入
覚
帳
」（
40
）
と

い
う
史
料
が
あ
る
。

（
７
） 「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
で
は
、
福
岡
町
の
料
理
屋
に
合
計
一
一
人
の
女
性
を
紹
介
し
て

い
る
。

（
８
） 

周
旋
業
者
が
ど
の
よ
う
に
芸
娼
妓
の
住
み
替
え
を
斡
旋
し
た
の
か
を
具
体
的
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
参
考
文
献
一
覧
】

小
野
沢
あ
か
ね
『
近
代
日
本
社
会
と
公
娼
制
度
―
―
民
衆
史
と
国
際
関
係
史
の
視
点
か
ら
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年

小
野
沢
あ
か
ね
「
芸
妓
・
娼
妓
・
酌
婦
か
ら
見
た
戦
時
体
制
―
―
日
本
人
「
慰
安
婦
」
問
題

と
は
何
か
」
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『「
慰
安
婦
」
問
題
を
／
か
ら
考
え
る
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年

小
野
沢
あ
か
ね
「
日
本
人
「
慰
安
婦
」
の
徴
集
と
近
代
公
娼
制
度
」「
戦
争
と
女
性
へ
の
暴

力
」
リ
サ
ー
チ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
編
（
西
野
瑠
美
子
・
小
野
沢
あ
か
ね
責
任
編

を
受
け
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
家
」
や
親
兄
弟
の
た

め
に
自
分
が
犠
牲
に
な
る
必
要
は
な
く
、
ま
し
て
や
楼
主
や
周
旋
業
者
に
「
義
理
」
や
「
恩

義
」
を
感
じ
る
必
要
も
な
く
、
さ
ら
に
、
前
借
金
の
返
済
が
困
難
な
売
上
金
配
分
を
め
ぐ
る

仕
組
み
を
不
当
で
あ
る
と
認
識
す
る
契
機
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
全
国
各
地
で
の
労
働
者
に
よ

る
争
議
の
増
加
、
ス
ト
ラ
イ
キ
・
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
手
段
の
一
般
化
、
廃
娼
運
動
の
高

揚
、
あ
る
い
は
、
カ
フ
ェ
ー
・
バ
ー
な
ど
の
近
代
的
な
享
楽
産
業
の
発
展
を
背
景
と
し
た
遊

廓
の
衰
退
や
そ
れ
に
と
も
な
う
労
働
環
境
の
悪
化
な
ど
の
歴
史
的
背
景
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

﹇
山
家
　
二
〇
〇
六
﹈。
い
ず
れ
も
重
要
な
論
点
で
あ
る
が
、「
家
」
制
度
的
な
道
徳
を
強
く

内
面
化
し
、
前
借
金
を
と
も
な
う
契
約
に
よ
っ
て
廃
業
の
自
由
が
極
度
に
制
限
さ
れ
て
い
た

彼
女
た
ち
が
、
そ
れ
ら
を
不
当
な
も
の
と
認
識
す
る
に
至
る
過
程
は
、
彼
女
た
ち
を
拘
束
し

て
い
た
「
家
」
や
貸
座
敷
業
者
、
周
旋
業
者
、
買
春
男
性
と
の
複
雑
で
非
対
称
な
諸
関
係
を

歴
史
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
（
１
） 

小
原
ト
ヨ
と
芸
娼
妓
紹
介
業
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。

（
２
） 

以
下
に
引
用
す
る
史
料
は
、
と
く
に
断
り
が
な
い
か
ぎ
り
小
原
文
書
か
ら
の
も
の

で
、
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
筆
者
に
よ
る
仮
整
理
番
号
で
あ
る
。

（
３
） 

内
務
省
警
保
局
編
『
公
娼
と
私
娼
』﹇
内
務
省
警
保
局
　
一
九
三
一
ａ
﹈
所
収
の
金

沢
市
の
娼
妓
契
約
書
に
は
、「
客
席
ノ
着
物
」
と
「
平
生
ノ
着
物
」
を
業
者
と
娼
妓

の
ど
ち
ら
が
負
担
す
る
の
か
を
書
く
欄
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
出
衣
裳
」
と
「
通
常

衣
服
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
） 

内
務
省
警
保
局
編
『
公
娼
と
私
娼
』﹇
内
務
省
警
保
局
　
一
九
三
一
ｂ
﹈
に
よ
れ
ば
、

石
川
県
・
富
山
県
と
同
様
「
年
期
制
」
と
さ
れ
る
の
は
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
奈
良
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県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
福
岡
県
（
一
部
を
除
く
）、

大
分
県
で
あ
る
。
前
借
金
の
精
算
方
法
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
今
後
一

次
史
料
を
用
い
て
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
５
） 『
全
国
遊
廓
案
内
』（
一
九
三
〇
年
）
に
は
、
石
川
県
・
福
井
県
・
富
山
県
で
は
娼
妓

の
数
が
年
々
減
少
し
、
芸
妓
の
数
が
増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
芸
妓
の
低
価
格
化
が

進
ん
だ
た
め
で
「
事
実
上
に
於
て
は
娼
妓
と
何
等
変
る
所
は
無
い
」
と
あ
る
。「
芸

娼
妓
紹
介
簿
」
で
は
、
住
み
替
え
で
娼
妓
と
芸
妓
を
行
き
来
す
る
場
合
が
あ
り
、
両

者
の
境
界
は
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
６
） 

小
原
文
書
に
は
、
芸
娼
妓
か
ら
の
受
け
取
り
利
子
な
ど
を
書
き
上
げ
た
一
九
一
二
年

（
明
治
四
五
）
一
月
〜
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
一
月
の
「
金
銭
入
覚
帳
」（
40
）
と

い
う
史
料
が
あ
る
。

（
７
） 「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
で
は
、
福
岡
町
の
料
理
屋
に
合
計
一
一
人
の
女
性
を
紹
介
し
て

い
る
。

（
８
） 

周
旋
業
者
が
ど
の
よ
う
に
芸
娼
妓
の
住
み
替
え
を
斡
旋
し
た
の
か
を
具
体
的
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
参
考
文
献
一
覧
】

小
野
沢
あ
か
ね
『
近
代
日
本
社
会
と
公
娼
制
度
―
―
民
衆
史
と
国
際
関
係
史
の
視
点
か
ら
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年

小
野
沢
あ
か
ね
「
芸
妓
・
娼
妓
・
酌
婦
か
ら
見
た
戦
時
体
制
―
―
日
本
人
「
慰
安
婦
」
問
題

と
は
何
か
」
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『「
慰
安
婦
」
問
題
を
／
か
ら
考
え
る
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年

小
野
沢
あ
か
ね
「
日
本
人
「
慰
安
婦
」
の
徴
集
と
近
代
公
娼
制
度
」「
戦
争
と
女
性
へ
の
暴

力
」
リ
サ
ー
チ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
編
（
西
野
瑠
美
子
・
小
野
沢
あ
か
ね
責
任
編

を
受
け
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
家
」
や
親
兄
弟
の
た

め
に
自
分
が
犠
牲
に
な
る
必
要
は
な
く
、
ま
し
て
や
楼
主
や
周
旋
業
者
に
「
義
理
」
や
「
恩

義
」
を
感
じ
る
必
要
も
な
く
、
さ
ら
に
、
前
借
金
の
返
済
が
困
難
な
売
上
金
配
分
を
め
ぐ
る

仕
組
み
を
不
当
で
あ
る
と
認
識
す
る
契
機
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
全
国
各
地
で
の
労
働
者
に
よ

る
争
議
の
増
加
、
ス
ト
ラ
イ
キ
・
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
手
段
の
一
般
化
、
廃
娼
運
動
の
高

揚
、
あ
る
い
は
、
カ
フ
ェ
ー
・
バ
ー
な
ど
の
近
代
的
な
享
楽
産
業
の
発
展
を
背
景
と
し
た
遊

廓
の
衰
退
や
そ
れ
に
と
も
な
う
労
働
環
境
の
悪
化
な
ど
の
歴
史
的
背
景
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

﹇
山
家
　
二
〇
〇
六
﹈。
い
ず
れ
も
重
要
な
論
点
で
あ
る
が
、「
家
」
制
度
的
な
道
徳
を
強
く

内
面
化
し
、
前
借
金
を
と
も
な
う
契
約
に
よ
っ
て
廃
業
の
自
由
が
極
度
に
制
限
さ
れ
て
い
た

彼
女
た
ち
が
、
そ
れ
ら
を
不
当
な
も
の
と
認
識
す
る
に
至
る
過
程
は
、
彼
女
た
ち
を
拘
束
し

て
い
た
「
家
」
や
貸
座
敷
業
者
、
周
旋
業
者
、
買
春
男
性
と
の
複
雑
で
非
対
称
な
諸
関
係
を

歴
史
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
（
１
） 

小
原
ト
ヨ
と
芸
娼
妓
紹
介
業
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。

（
２
） 

以
下
に
引
用
す
る
史
料
は
、
と
く
に
断
り
が
な
い
か
ぎ
り
小
原
文
書
か
ら
の
も
の

で
、
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
筆
者
に
よ
る
仮
整
理
番
号
で
あ
る
。

（
３
） 

内
務
省
警
保
局
編
『
公
娼
と
私
娼
』﹇
内
務
省
警
保
局
　
一
九
三
一
ａ
﹈
所
収
の
金

沢
市
の
娼
妓
契
約
書
に
は
、「
客
席
ノ
着
物
」
と
「
平
生
ノ
着
物
」
を
業
者
と
娼
妓

の
ど
ち
ら
が
負
担
す
る
の
か
を
書
く
欄
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
出
衣
裳
」
と
「
通
常

衣
服
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
） 

内
務
省
警
保
局
編
『
公
娼
と
私
娼
』﹇
内
務
省
警
保
局
　
一
九
三
一
ｂ
﹈
に
よ
れ
ば
、

石
川
県
・
富
山
県
と
同
様
「
年
期
制
」
と
さ
れ
る
の
は
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
奈
良
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子
）
お
よ
び
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
１
９
Ｈ
０
１
３
１
１
（
基
盤
研
究
（
B
）「
一
次
史
料

に
基
づ
く
近
世
〜
近
代
日
本
の
「
遊
廓
社
会
」
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
研
究
代
表
者
　
佐

賀
朝
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
付
記
２
〕
富
山
県
令
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
な
か
富
山
県
公
文
書
館
に

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

集
）『
日
本
人
「
慰
安
婦
」
―
―
愛
国
心
と
人
身
売
買
と
』
現
代
書
館
、
二
〇
一
五
年

鏡
町
公
民
館
建
設
委
員
会
記
念
誌
編
集
部
会
編
『
八
尾
町
鏡
町
公
民
館
建
築
記
念
誌
　
鏡
町

の
あ
ゆ
み
』
二
〇
〇
五
年

草
間
八
十
雄
「
売
ら
れ
ゆ
く
女
」『
近
代
日
本
の
ど
ん
底
社
会
』
明
石
書
店
、
一
九
九
二
年

齊
藤
俊
江
「
飯
田
遊
廓
と
娼
妓
の
生
活
」
佐
賀
朝
・
吉
田
伸
之
編
『
シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
２
　

近
世
か
ら
近
代
へ
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年

続
八
尾
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
続
八
尾
町
史
』
八
尾
町
役
場
、
一
九
七
三
年

中
央
職
業
紹
介
事
務
局
「
芸
娼
妓
酌
婦
紹
介
業
に
関
す
る
調
査
」
一
九
二
六
年
（
谷
川
健
一

編
『
近
代
民
衆
の
記
録
３
　
娼
婦
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
一
年
所
収
）

内
務
省
警
保
局
編
『
公
娼
と
私
娼
』
内
務
省
警
保
局
、
一
九
三
一
年
ａ
（
国
立
国
会
図
書
館

蔵
）

内
務
省
警
保
局
編
『
公
娼
と
私
娼
』
内
務
省
警
保
局
、
一
九
三
一
年
ｂ
（
国
立
公
文
書
館

蔵
）

藤
目
ゆ
き
『
性
の
歴
史
学
―
―
公
娼
制
度
・
堕
胎
罪
体
制
か
ら
売
春
防
止
法
・
優
生
保
護
法

体
制
へ
』
不
二
出
版
、
一
九
九
七
年

村
上
信
彦
『
明
治
女
性
史
　
上
巻
』
理
論
社
、
一
九
六
九
年

八
尾
町
役
場
『
八
尾
町
勢
要
覧
』
一
九
三
六
年

山
家
悠
平
「
娼
妓
に
と
っ
て
の
「
解
放
」
と
は
何
か
―
―
一
九
三
〇
年
代
初
頭
、
遊
廓
の
ス

ト
ラ
イ
キ
に
み
る
解
放
の
イ
メ
ー
ジ
」『
女
性
学
年
報
』
二
七
号
、
二
〇
〇
六
年

山
家
悠
平
『
遊
廓
の
ス
ト
ラ
イ
キ
―
―
女
性
た
ち
の
二
十
世
紀
・
序
説
』
共
和
国
、
二
〇
一

五
年

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
２
０
Ｋ
０
０
９
７
０
（
基
盤
研
究
（
C
）「
芸
娼

妓
紹
介
業
と
娼
妓
・
芸
妓
の
性
と
生
に
つ
い
て
の
実
証
的
研
究
」
研
究
代
表
者
　
人
見
佐
知

東
南
ア
ジ
ア
の
民
俗
・
文
化


